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新学習指導要領が告示された

~本県高校数学教育の方向性を模索して行かなければならない~

沖縄県高等学校数学教育会

会長兼島信雄

「生きるカの育成j 、 f知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力等の育成のバランスを

重視J 、 「豊かな心や健やかな体を育成j の基本的視点を基に、高等学校の新学習指導要領

が去る 3 月に告示されました。

教科「数学j では、 『整学的車種空ti車II、数学における基本的な概念や原理・原則の集

丞飽本車盤を深め、事象を数学的に考察し表聖j:空自ailを高め、創造性の基礎を培うととも

に、数学のよさを認識し、それらを積極的に活用して数一学的論拠に基づ町支塑l断する態度を

育てる J (強調及び下線部が主な変更点)を目標に掲げています。特に、官頭で新たに『数学

的活動』が加わったことが大きな特徴です。

数学では、思考力・判断力・表現力を主体とする数学活用能力の重視が基調となっている

と言えます。 r数学 I J は、全ての高校生が学ぶ必履修科目になり、新たに数学 I 、 E で

f課題学習 J の単元が導入されました。従前の「数学CJ が無くなるのに伴い『行列j が全く

姿を消します。その替わり、数学Eが標準 5 単位となり、従前の微積の内容に加えて、平面

上の曲線の内容が加わり、その中で、媒介変数表示、極座標表示を扱うことになります。ま

た数皿では、複素平面(ド・モ17~ルの定理を含む)が復活してきます。

また、全ての高校で必修となる数学 I も含め、全体的に「統計に関する内容J が強化され

ました。数学 I で、 f テ~ -~の分析j の単元が加わり、データの散らばりや相関を扱うこととな

りました。なお「場合の数、確率j は、数学Aで、条件付き確率をも含めて取り扱われるこ

とになっています。数学 B においては、従前の数学 C にあった f確率分布と統計的な推測j

が加わっています。

その他、数 I に、従前の数A より「集合と命題J が移行、数学 E で分数式、 3次の乗法公式

や因数分解を扱うことと軌跡と領域が加わりました。数学Aでユークリフドの互除法や整数の性質

の活用が新たな項目となったことに注目する必要があります。

特に、数学と理科については、小中学校で先行実施がなされてきており、高等学校では他

教科(平成25年から学年進行で実施)に対して 1 年前倒しの平成24年実施となります。早め早

めの準備を進めておく必要があると思います。

本県の数学教育で留意して起きたいことを挙げておきます。先ず、総則「第 5 款 教育課

程の編制・実施に当たって配慮すべき事項J の r 3 指導計画の作成に当たって配慮すべき

事項 (3) のイ並びにウ J で「義務教育段階での学習内容の着実な定着を図るため、必履修科目

(数学 I )の単位を増加したり、学校設定科目等を設定して履修させた後、数学 I などを履修

させる j などの「中学校数学の補充・補完J をも実施するように、ということです。

また、各教科で「いわゆる歯止め規定J を原則削除していることです。数学では従前の

『・・・ただし、三角形の面積をヘロンの公式で求めるなどの深入りはしないものとする」など

です。懸念されることは、大学入試問題等の難度化が加速されないかということです。今ま

では歯止めがありましたが、規定が無くなったために、難問・奇聞による受験生の負担増や、

受験指導で苦慮することなどが考えられます、

承知のとおり、高校全入時代になり、高校生の学力はますます多様化しております。特に

数学の学力差は著しく大きいことが指摘されています。後期中等教育の役割を担う高等学校

教育においては、従前の f高大接続の教育J から「中高接続の教育J へと新たな課題が増え

ました。 本県においても、 f全国学力テスト最下位J のことなど、学力問題への県民父母

の関心も高まっております。私たち数学教師をとりまく状況にも厳しさが増すと思いますが、

数学教育に関しては、本県の研究会活動は全国でも進んでいると思います。 r沖数教j で、

長い問、小・中・高・大の連携で取り組んできました。 r高数教j も様々な取り組みの中で

「指導法の工夫・改善の研究j や「大学入試研究J 、 「診断テスト j など素晴らしい実践の

跡を残しております。 r地球温暖化j などの環境問題に象徴されるように、私たちの未来に

は解決すべき課題が山積しています。 r 自然と対話するための言語J としての数学の役割は

ますます重要になってくると思います。多くの生徒に「数学を、しっかりと身に付けてJ も

らうため、研究・研修に、なお一層、カを注いでもらいたいと思います。
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1 研究主題 f基礎基本の定着を図り、学ぶカをはぐくむ数学教育j

2 会場 宜野湾高等学校

3 日程 平成2 1 年 6 月 26 日(金)

受付

高校部会総会

研究大会および意見交換

全体総会

13:30--14:00

14:00--14:30

14:40--16:10

16:20--16:50

4 部会総会

(1) 開会のことば 副会長 慶田喜則

(2)会長あいさつ 会長 兼島信雄

(3)議長選出

(4)議 事

①平成 20年度会務報告

②平成 20年度決算報告及び監査報告

③平成 2 1 年度役員選出(案)

④平成 2 1 年度行事計画(案)

⑤平成 2 1 年度予算(案)

⑥その他

(5) 閉会の言葉 副会長 渡口 恵

5 研究大会

(1) 発表者

嶺井淑(那覇商業)

数学的な考え方を育む指導の工夫(三角比における数学的活動を通して)

上江洲郁子(宜野湾)

「数学を実際の生活の中で確認する取り組み~身近な数学の体験学習--J

指導助言 兼島信雄 (球陽高校校長)

6 大会当日の役員

総務会長兼島信雄(球腸)

副会長慶田喜則(宜野湾)波口 恵(西原)本成 治(知念)

事務局西原 誠(那覇国)

運営委員(研究集会委員)

比嘉良太(那覇国)宮城広行(教育庁)佃 智美(北 谷)

安仁屋宗一郎(浦添) 玉城 佑(泡瀬養護) 玉城幸美(豊見城南)
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沖縄県高等学校数学教育会会則

本会は沖縄県高等学校数学教育会と称す。第 1 条

本会の事務局は原則として那覇市近郊の高等学校におく。第 2 条

本会は沖縄県高等学校数学教育会の興隆と会員の相互親睦を図ることを目的とする。

本会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。
1 、数学教育に関する研究と調査
2 、講習会、講演会および研修会などの開催
3 、会誌の発行
4 、九州数学教育会、
5 、その他

日本数学教育学会との連携

第 3 条

第4条

本会は沖縄県の高等学校数学教師ならびに本会の目的に賛同する者をもって組織する。

本会の目的を達成するために次の機関を置く。
1 、総会 2 、代議員会 3 、理事会

第 5 条

第 6 条
4 、各種委員会
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第 8 条

理事会は会長が召集し、この会則の定める事項の他、次の事項を審議する。

1 、代議員会に提案する事項
2 、代議員会で決定した事項の執行

理事会の議事は出席者の過半数をもって決する。

2
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役第11条

代議員は各高等学校において会員中より 1 名選出し、また必要に応じて会長が委嘱する。
代議員は代議員会を構成する。

第12条

4 月 1 日に始まり、翌年 3 月 3 1 日に終わる。本会の会計年度は、第13条

本会の経費は、会費、補助金、およびその他の収入を持ってこれに充てる。第14条

本会の会員は、会費を納入するものとする。第15条

この会則の施行についての細則は、代議員会において決定する。

1967 年 4 月 1 日より施行する。

平成 1 7 年 4 月 1 日
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付則
この会則は、

一部改正

第16条



平成 20年度沖縄県高等学校数学教育会会務報告

平成20年

4 月 9 日 第 1 回研究集会委員会(那覇西高校)

4 月 9 日 第 1 回三役会(青年会館 1F)

4 月 9 日 平成 1 9 年度退職者激励会(青年会館)参加者 26 名

4 月 1 2 日 第 1 回大学入試問題研究委員会(開邦高校)琉球大学入試問題について

4 月 1 9 日 第 2 回大学入試問題研究委員会(関邦高校)琉球大学入試問題について

5 月 2 日 第 1 回診断テスト委員会(那覇国際高校)

5 月 1 3 日 第 1 回役員会(豊見城南高校)

5 月 1 6 日 平成 20 年度理事・代議員会(那覇高校)

第 32 回「高校数学教育を考える会 J (那覇高校)

平成 20 年度新採者激励会(青年会館)参加者 3 1 名

5 月 1 8 日 九州・山口地区「大学・高校数学科入試連絡会 j

場所:代々木ゼミナール福岡校

出席者:上江洲寿先生(大学入試研究委員会委員長 開邦高校)

5 月 23 日 第 2 回診断テスト委員会(那覇高校)

6 月 5 日 第 2 回役員会 (宜野湾高校)

第二回沖数教役員会

第一回 沖数教理事代議員会(宜野湾高校)

6 月 1 2 日 第 3 回診断テスト委員会(那覇高校)

6 月 2 7 日 沖縄県高等学校数学教育会第 46 回総会および第 45 回研究大会

研究主題 「基礎基本の定着を図り、学ぶカをはぐくむ数学教育 j

会 場 宜野湾高等学校

学力向上に関する報告・提言

・学力向上に関する報告大演裕司 (県立学校教育課指導主事)

・学力向上に関する提言文吉孝一 (前首里高校校長前沖数教会長)

会誌 44 号「高校数学教育 J 発行

7 月 4 日 第 3 回沖数教役員会(宜野湾高校)

7 月 上旬第一回診断テスト実施

7 月 28 日 第 62 回 九州算数・数学教育研究(大分)大会並びに総会

--3D 日 発表:宮城竜幸(首里高校) Wフィンランドの数学教育について』

宮城嘉也(宜野座高校) W数学的な考え方を育てる学習指導の工夫』

金城順也(那覇国際高校 )W 空間概念を深めるディジタル教材の開発』

9 月 1 2 日 第四回診断テスト委員会(那覇高校)

9 月 1 6 日 第 3 1 回小中高合同研究会第一回準備委員会

9 月 30 日 第二回数学コンテスト委員会
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10 月 9 日 第四回沖数教役員会(宜野湾高校)

10 月 23 日 沖数教第二回理事代議員会(宜野湾高校)

10 月 23 日 第一回三役会(宜野湾高校)

10 月 24 日 第六回診断テスト委員会(那覇高校)

10 月 28 日 第 3 1 回小中高合同研究会第二回準備委員会

11 月 7 日 第七回診断テスト委員会(那覇高校)

11 月 27 日 第 3 1 回小中高合同研究会(美東小学校)参加者 5 1 名

授業者:大里元児(美東小学校)

I、・ネ9スト:島仲 利泰(教育センタ一指導主事)

門口 安光(嘉数中学校教諭)

大里元児(美東小学校教諭)

コーテ。ィネサー:演比嘉宗隆(沖縄女子短期大学準教授)

11 月 29 日 九州数学教育会理事・代表者会議問題集編集会議

""'30 日 会長:金城啓(石川高校校長)事務局:新垣保(豊見城南高校)

12 月 上旬第 2回診断テスト実施

平成 2 1 年

1 月 1 2 日 第 1 6 回数学オリンピック県予選大会(沖縄工業高校)

1 月 20 日 第 3 回役員会(宜野湾高校)

2 月 1 2 日 第 5 回沖数教役員会(宜野湾高校)

2 月 1 3 日 第 8 回診断テスト委員会(那覇高校)

2 月 1 9 日 第 3 回沖数教理事会(宜野湾高校)

3 月 1 7 日 第 4 回役員会(宜野湾高校)

4 月 2 日平成20年度第二回三役会 事務局引継ぎ

4 月 8 日 平成 2 1 年度第一回三役会(青年会館)

4 月 8 日 平成 20年度退職者激励会(青年会館)
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平成 20年度沖縄県高等学校数学教育会決算

収入 | 支出 | 残金 |
L027~42L__ 82-'l, 4421 200, 0001

収入の部

項 目 科 目 予 算 額 決算額 A未・過収入額 説 明

繰 越 金 180, 217 180, 217 0 前年度からの繰越

2学校分担金
250, 000 241 , 902 ム 8， 098 分担金+会費

3 一ム品 費

4 補 助 金 80, 000 85, 000 5, 000 九数教からの補助

5 雑 収 入 280, 000 200, 323 ム 79， 677 全基礎琉合問題同模集試.利補助息他金

6 協 賛 金 250, 000 320, 000 70, 000 管理職からの協賛金

計 1, 040, 217 1, 027 , 442 ム 12， 775

支出の部

項 目 科 目 予 算 額 決算額 残・ム不足額 説 明

1 運 営 費 137, 000 112, 053 24, 947

1庶 務 費 50, 000 38,721 11 , 279 通信費，消耗品費

2 ，zd=b、z 議 費 35, 000 21 , 332 13, 668 会議，大会運営費

3 手 当 26, 000 26, 000 事務局 2 万
。監査 2 千X3

4沖数教会費 26, 000 26, 000 0 沖数教への会費

2 事 務 費 515, 000 409, 925 105, 075

研究発表補助費 30, 000 。 30, 000 研究発表なし

2 派 遺 費 210, 000 157, 000 53, 000 助言者分未支出

3講習・講演会費 20, 000 13, 000 7, 000 総会講演者へ

4委員会活動費 200, 000 200, 000 015万円 X4 委員会

05研究調査補助費 5, 000 。 5, 000 基礎問題集改訂{沖縄大会予算へ)

6支部活動補助費 10, 000 10, 000 0 八重山支部

7会誌発行費 40, 000 29, 925 10, 075 会誌第44号製本代

3 沖数教分担金 200, 000 。 200, 000 沖縄大会剰余金より支出

4 雑 費 40, 000 40, 000 0 沖数教への補助

5 予 備 費 148, 217 265, 464 ム 117， 247

1 九数教沖縄大会積立費 100, 000 265, 464 ム 165， 464 沖縄大会積立予算へ

2 予 備 費 48, 217 。 48, 217

計 1, 040, 217 827, 442 ム 212， 775
.0白色 .. A

1, 027, 442 827, 442 200, 000
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監査報告書

沖縄県高等学校数学教育会

会長 兼島信雄殿

平成 20 年度沖縄県高等学校数学教育会の会計監査の結果を下記の通り報告します。

記

会計監査は、金銭出納簿、証書書類および預金通帳によって実施したD

1.証書類は、金銭出納簿の通り整理されていた。

2. 残高 200 ， 000 円は、琉球銀行小禄支店普通預金口座 205-278 に預金さ

れていることを確認した。

3. 九数教沖縄大会通帳として、琉球銀行小禄支店普通預金口座 470--560 に金額

647 ， 444 円が預金されていることを確認した。

以上、監査の結果、異常を認めない。

平成 2 1 年 5 月25日(免)

沖縄県高等学校数学教育会

監査委員

~ ".0.'.

rf:JJ)
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高数教三役

平成21 年度沖縄県高等学校数学教育会役員(案)

高数教 名前 勤務先 備考

会長 兼島信雄 球陽 校長

鹿田喜則 宜野湾

副会長 瀧口恵 西原 教頭

本成浩 知念

事務局 西原誠 那覇国際

書記 事良哲也 那覇国際 教諭

会計 伊志嶺嘉典 部覇国際

高数教理事

高数教 名前 勤務先 備考

各 比嘉良太 那覇国際 研究集会委員長

種 比嘉紀朝 那覇 診断テスト委員長

委 吉本復一郎 沖縄工業 数学コンテスト委員長

員 上江洲寿 閲邦 大学入院同盟研究聾貝長

fc
崎問恒龍 知念 数宵謀理研究嗣査曇員長

沖ee 前里哲寿 那覇西 沖数教事務局

平良勝也 具志川

域間冠二 北中城

校 安谷屋哲 首里東
校長

長 金城一男 開邦

金城孝忠 糸満

伊波満 宮古

技長副 中村孝夫 首里
副校長

高安美智子 那覇

座喜味満理雄 北山

半嶺通男 前原

仲舛盛順 具志川

比屋根博之 読谷

高江洲武 美里

金城正巳 美里

石垣有三 コザ

教
島仲利泰 球陽

頭
金城毅 北谷 教頭

理事 比嘉良徳 北中域

奥那嶺善道 浦添

儀問清隆 那覇国際

小成善保 小禄

神谷孝 糸満

砂川明 宮古

島村均 lilll 商象定時

高安直 3自

笛民武 総務

川満健 総務

半嶺満 総務

奥那覇健勇 県立学校敏宵

玉城学 県立学校教育

多和田実 県立学後数宵

教 金城正樹 県立学敏敏宵 教育庁
育
比嘉正二 県立学校徹宵

庁

関
宮城薦 県立学校敏宵

係 大漬裕司 県立学校数宵

森田邦弘 保健体育

太田守克 保健体育

宮城広行 保健体育

安里辰洋

星野朗 教育センター

平良淳

沖数教役員(高数教選出)

沖数教 名前 勤務先 備考

会長 真栄田盛夫 宜野湾
校長

副会長 兼島信雄 球踊

安谷屋哲 首里東
校長

理事 城間冠ー 北中城

奥那覇健勇 県立学技敏宵 教育庁

中村孝夫 首里
副校長

高安美智子 那覇

庭園喜則 宜野湾

代議員
渡口恵 西原

本成浩 知念 教頭

儀閑清隆 那覇国際

小成警保 小禄

多和田実 県立学後敏宵 教育庁

監査 奥那覇清 普天間 教諭

各種委員会

委員会 名前 勤務先 名前 勤務先

。比嘉紀朝 那覇 川添貴司 浦添

上江測隆 那覇国際 池間健将 部覇

儀問仁 中部商業 高原香織 那覇国際

新垣公崇 琢陽 多和田哲章 美来工科

診断子スト 奥儀陽子 北部農林 比嘉良太 那覇国際

委員会 石垣尚美 北中城 金城順也 那覇国際

宮里恒輝 浦添 金城徹也 那覇国際

佃智美 北谷 漢那宗裕 知念

新城武光 小禄 前里哲寿 沖数教

金城久枝 那覇養護 西原誠 那覇国際

大学入鼠
。上江洲寿 関邦 上原正也 首里

問題研究
玉城重光 開邦 永吉和紀 関邦

委員会 多和田真康 球陽 崎間恒哉 知念

宮城竜幸 首里

。崎問恒議 知念 金城昭人 那覇

黒島栄 那覇西 玉栄和香子 北山

教育課程 前里哲寿 那覇西 奥那覇清 普天間

研究調査 新垣保 豊見城南 平良六二 小禄

委員会 山川博正 豊見城南 伊礼直樹 真和志

仲地範穏 関邦 吉田達也 首里東

島袋秀ニ 宜野湾 糸数理奈 中部農林

数学
。吉本掻一郎 沖縄工業 伊志嶺嘉典 那覇国際

平良哲也 那覇国際 多和田実 教育庁
コン予スト

石川哲 名護商工
委員会

池原緩乃 西原

研究集会
。比嘉良太 那覇国際 安仁屋宗一郎 浦窓

玉城佑 泡讃養鐙 佃智美 北谷
委員会

宮城広行 教育庁 玉城幸美 豊見城南

高数教監査

栄野元康美 西原

監査 栗野公子 那覇国際

前ニ盛英明 豊見城南
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平成 2 1 年度行事計画

1.会員の各種委員会での教育研究活動および親睦
2. 沖数教・九数教・日数教との連携および活動

月 行 事 予 定 説 明

4 役員会 平成 21 年度新役員の発足

H2O 退職者激励会 (4/8) 場所:沖縄県青年会館 (2 F梯梧の問)

委員会活動 各種委員会活動開始

5

役員会(6/4) 理事・代議員会、高校数学教育を考える会について

理事・代議員会 (6/12) 場所:西原高校

6 高校数学を考える会 (6/12)

新採者激励会および懇親会 (6112) 琉大参加者:手塚、金子、菅、杉浦、山城

役員会(6/12 )
沖数教 36 回総会・研究大会 (6/26) 会誌第45号発行予定

高数教 47 総会・ 46 研究大会 (6/26) 発表予定者:嶺井淑(那帯i商業)上江洲郁子(宜野湾)

役員会

数学診断テスト(上旬)

7 九数教理事・代議員会 (7/29)

九数教研究大会(宮崎: 7130---3I) 発表者:嶺井淑(那覇商業)上江洲郁子(宜野湾)

上原八重子(八重山)

8 役員会・各種委員会班長会 委員会活動について

日数教研究大会(京都 8/3 --5) 高数教より 1 名派遣(県指定研究旅費) •

9 役員会
全琉合同模試

10 役員会

役員会 小中高合同研究大会について

小中高合同研究会 (11/ 研究授業: (中学校)

11 ※学力向上について

九数教理事・代議員会(福岡: 11/28) 会長、事務局長派遣
高校数学コンテスト(未定)

役員会

12 数学診断テスト(上旬)

1 数学オリンピック県予選 (11

2 役員会

3 役員会
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平成21年度沖縄県高等学校数学教育会予算(案)

収入の部

項 目 科 目 予 算 額 前年度予算額 増 A減 説 明

学校分担金 。

250, 000 250, 000 分担金+会費
2 dzL=z 費 。

3 繰 越 金 200, 000 180, 217 19, 783 前年度からの繰越

4 補 助 金 80, 000 80, 000 0 九数教からの補助

5 協 賛 金 250, 000 250, 000 0 管理職からの協賛金

6 雑 収 入 280, 000 280, 000 。 I基全礎琉合問題同樟集，
荊1息

計 1, 060, 000 1, 040, 217 19,783

支出の部

項 目 科 目 予 算 額 前年度予算額 増 ム減 説 明

1 運 営 費 159, 000 137, 000 22 , 000

1 庶 務 費 50, 000 50, 000 0 通信費，消耗品費

2 dコh=z 議 費 35, 000 35, 000 0 会議，大会運営費

3 手 当 36, 000 26, 000 10, 000
事務局2万+書記会計5千X2

監査2千X3

4沖数教会費 26, 000 26, 000 0 沖数教への会費

5 日数教会費 12, 000 。 12, 000 日数教への会費

2 事 務 費 515, 000 515, 000 。

1研究発表補助費 30, 000 30, 000 Oil 万円 X3人

2 派 遣 費 210, 000 210, 000 会長6万 X2

。事務局3万，助言者6万

3講習・講演会費 20, 000 20, 000 。

4委員会活動費 200, 000 200, 000 015万 X4

5研究調査補助費 5, 000 5, 000 0 基礎問題集改訂

6支部活動補助費 10, 000 10, 000 o 八重山支部

7会誌発行費 40, 000 40, 000 0 会誌第45号製本代

3 沖数教分担金 200, 000 200, 000 0 沖数教への分担金

4 雑 費 40, 000 40, 000 0 沖数教への補助

5 予 備 費 146, 000 148, 217 ム 2， 217

1 九数教沖縄大会積立費 100, 000 100, 000 0 沖縄大会積立金

2 予 備 費 46, 000 48, 217 ム 2， 217

計 1, 060, 000 1, 040, 217 19,783
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第 3 3 回

高校数学を考える会

(琉球大学との懇談会)

日時: 200 9 年年 6 月 1 2 日(金)

16 :30~ 17 :30

場所:沖縄県立西原高等学校(視聴覚教室)

沖縄県高等学校数学教育会
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平成 21 年度 琉球大学〈前期日程・数学甲〉入試問題分析

<総論>

数学皿からの出題が中心であり，数学Cの『行列jやr2 次曲線jからの出題はなかったo 数学置に関しては，

演習不足から不安を抱える受験生も多いであろう。しかし，出題されているのは標準的な問題が中心なので，

時間配分をきちんとすれば，受験生にとっても取り組みやすい問題構成であったと恩われる。ただ，図やグラ

フを描いて解答を記述する問題もあり，解答の記述カが求められる。また，高得点を狙うには，第4 問の確率

の計算をしっかりと行えるような計算カも求められる。

く設問ごとの分析>

問題番号 範囲 出題分野 コメント 難易度

1. 数学 I 図形と計量 問題文を正しく読み取って，適切な図が描ければ，そんな 標準

数学 E 三角関数 に難しくないであろう。問 2 の最小値は，問 1 で得られた

数学皿 微分法の応用 式を微分しでもよいし， 1=sin9+ ∞s9 とおいて式変形

しでもよい。

2. 数学 E 積分法 問 1 は絶対値のついた関数の定積分の問題。閑 2 は やや難

関数の極限
limsmx=1 を利用した関数の極限の問題。閑 1. 2 とも
%-+0 X

に標準的な問題なので完答したい。問 3 は絶対値のついた

三角関数のグラフの周期性に着目するのがポイント。ま

た，解答をうまく記述するカも求められる。

3. 数学 E 積分法 問 1 の部分積分法は基本問題。問 2 の定積分と不等式の証 標準

積分法の応用 明問題は苦手な受験生もいると思うが，典型問題なので完

数列の極限 答したい。問 3 は対数を利用するのがポイント。問 1 と問

2 の結果を用いて，はさみうちの原理を用いればよい。は

さみうちの原理はうまく使えるように普段から練習して

おく必要がある。

4. 数学 A 確率 座標平面上で規則にしたがって動く点の問題はよくみら 標準

れる設定である。図を描いて，全ての場合を正しく把握で

きるかがポイント。問 2 では，計算カも求められる。

問題の難易度は例年の琉球大学(前期日程・甲問題)のレベルを基準に，難易度を 5段階【難・やや難・標準・

やや易・易】で判断しであります。

<合格への学習対策>

今年度は数学 Eからの出題が中心であった，出題の中心は教科書やその併用問題集で扱われるような典型的

な入試問題である。そのような典型問題をしっかり解く力をつける必要がある。また，解答を論理的に記述す

る力やグラフや図を利用して記述するカも求められる。普段の学習から，答えだけでなく解答をしっかり記述

することを意識して問題演習に取組むことが大切である。可能であれば，添削指導を受けることも有効であろ

フ。
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平成 21 年度 琉球大学(前期日程・数学乙〉入試問題分析

<総論>

昨年度の入試問題と比較すると少し易化した。今年度は全問題が数学Eからの出題であった。典型的な問題

ばかりだったので高得点をとった受験生もいたのではないだろうか。出題内容に関しては，相加平均と相乗平

均の関係や定積分の頻出公式の証明問題等の教科書をしっかりと理解しているかを問うための問題が出題さ

れた。本当に基礎・基本が身についているかを問う良い出題であったと考える。

く設問ごとの分析>

問題番号 範囲 出題分野 コメント 難易度

1. 数学E 不等式の証明 間 1 の相加平均と相乗平均の関係の証明は教科書レベル 易

複素数と 2 次 の基本問題。問 2 も基本問題で，解を方程式に代入するか，

方程式 または 2 次方程式の解と係数の関係を用いてもよい。問 3

対数関数 も対数関数の基本問題。底の変換公式と真数の条件がポイ

ントとなる。

2. 数学 E 積分法 問 1 は頻出公式の証明問題。教科書の内容がしっかりと身 標準

についていれば易しいであろう。閑 2 では閑 1 で証明した

公式を利用する典型問題である。

問題の難易度は例年の琉球大学(前期日程・乙問題)のレベルを基準に，難易度を 5段階【難・やや難・標準・

やや易・易】で判断しであります。

く合格への学習対策>

教科書の学習内容の完全理解を目指して学習に取組むことが大切である。やはり基礎・基本的な公式や定理

はその使い方だけでなく，その証明までも含めてしっかり理解する必要がある。出題は標準的な難易度の問題

だけなので，ちょっとした計算ミスや記述ミスが合否に影響することもあると考えられる。普段の学習から計

算カや論理的な記述カを養うことを意識して学習に取組むことが大切である。
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平成 21 年度琉球大学(後期日程)入試問題分析

<総論>

数学me分野からの出題が中心の問題構成で，数理科学科の入試問題としては妥当な問題であったo ただし，

第4問の整数(自然数)問題は難しかったので，ほとんどの受験生が正解できなかったであろう。第 1 聞から

第 3 閉までをどれだけしっかり得点できたかがポイントになったと考える。多少複雑な式変形や計算もあるの

で，計算ミスでうまく得点できなかった受験生も結構いたであろう。

<設問ごとの分析>

問題番号 範囲 出題分野 コメント 難易度

1. 数学C 行列 問 1 は 1 次変換を表す行列を求める基本的な問題。問 2 は やや易

三角関数に関わる公式を利用して行列をきちんと変形す

ることがポイントとなる。原点を中心とする回転移動を表

す行列は基本事項。

2. 数学 E 微分法の応用 問 1 は基本的な問題で，減少関数であることを示すには導 標準

関数の極限 関数の値が負になることを示せばよい。閑 2 は関数の極限

を求める問題であるが，式がやや複雑になるので式変形を

うまくできなかった受験生もいたのではないだろうか。数

学Eではしっかりとした計算カも求められる。問 3 は閑 1

と問 2 の結果を使えば問題ないであろう。

3. 数学 E 微分法の応用 問 1 は基本的な問題。間 2 は接点以外に共有点を持たない 標準

積分法の応用 ことを示すためにはどのような方針で解答したらよいの

か戸惑った受験生もいたと思われる。曲線と接線の式から

得られる方程式がイ以外の解を持たないことを関数

の増減から示すことがポイントとなる。問 3 は面積を求め

る基本的な問題。

4. 数学 I 整数 全ての自然数 n に対して成り立つという条件から n=1,2,3 難

数学B 数列の和 とし，得られる式をうまく変形することがポイントとな

または る。また， a=l ， β=3 が十分条件であることも示す必要

数学E 積分法の応用 がある。第 4 聞は受験生にとって難しい整数(自然数)閑

題で，さらに，小間での誘導もないので，多くの受験生が

得点できなかったであろう。

問題の難易度は例年の琉球大学(後期日程)のレベルを基準に，難易度を 5段階【難・やや難・標準・やや易・

易】で判断しであります。

<合格への学習対策>

数学me分野を中心に学習対策に取組む必要がある。教科書や併用問題集等にある標準的な問題をしっかり

解く力を養うことが大切である。特に，数学皿では多少複雑な式変形や微分法・積分法の計算などの計算カも

関われるので，多くの練習問題に取組んで，計算力を養うことが大切である。また，複雑な式変形や解答の流

れを論理的に記述する記述カも関われるので，普段の学習から意識して解答を記述することが必要であろう。
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平成 21 年度 琉球大学(前期日程・数学甲〉入試問題について

問題番号 範囲 出題分野 質問事項 難易度

1. 数学 I 図形と計量 (7) 問 1 の問題文で rx 軸の正の部分・・・と y軸の正の部 標準

数学 E 三角関数 分・・・ J とあるが，正しく読み取れていない受験生が

数学 E 微分法の応用 いたのではないだろうか?

(イ)間 2 では微分法を用いた解法と t=sin8+ ∞s8 と

おいて式変形する解法があったと思われるが，どち

らの解法を用いている受験生が多かったのか?

(の問 2 では最小値をとるときの θ の値を示さなくても

完全正解となるのか?

(エ)問 2 で琉球大学が提示した解答例において，増減表

を示す前に， sin8- ∞s(Jの合成等を示す必要がある

のではないか?

(オ)受験生はどの程度できていたのか?

2. 数学園 積分法 (1) 問 3 では関数のグラフの周期性を利用した解答では やや難

関数の纏限 完全正解となるのか?

(イ)問 3 は解答をうまく記述するカが求められると恩わ

れるが，実際の受験生のできはどうだったか?

3. 数学 E 積分法 (ア)グラフ等を用いて解答する必要があったと思われる 標準

積分法の応用 が，実際の受験生の解答はどうだったか?

数列の極限

4. 数学 A 確率 σ) 場合分けができていて，確率の計算で間違えた場合 標準

はどの程度の部分点が与えられるのか?

(イ)問 2 の計算はどの程度の受験生ができていたのか?

意見 全体的には各問題とも小間の設定がうまく考えられていて，良い問題構成であった。第 4聞の問

2 の確率の計算は少し厳しい出題であったと考える。また，入試に臨む受験生の心的状況を考え

ると，解答用紙(解答欄の配分等)は改善した方が良いのではないか。

問題の難易度は例年の琉球大学(前期日程・甲問題)のレベルを基準に，難易度を 5段階【難・やや難・標準・

やや易・易】で判断しであります。

,.
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平成 21 年度 琉球大学〈前期日程・数学乙)入試問題について

問題番号 範囲 出題分野 質問事項 難易度

1. 数学 E 不等式の証明 (1) 問 1 では等号成立の場合を記述しなくても完全正解 易

複素数と 2 次 となるのか?

方程式 (イ)問 2 では b==O の場合の解が答えられなかった受験生

対数関数 も結構いたのではないか?

2. 数学 E 積分法 (1) 問 1 は教科書レベルの問題と思われるが，どの程度の 標準

受験生ができていたのか?

(イ)問 1 は-~(p- α)3 の形まで因数分解できなくても，部
6

分点がもらえたのか?

(り問 2 では琉球大学が提示した解答例のように p ， q 以

外の文字t を用いて解答している受験生はどの程度い

たのか?

意見 数学乙は教科書レベルの基本問題からの出題であったので，受験生がどの程度できていたか，高

校側としても大変興味あるところである。出題に関しては，各大聞の閑 1 のような教科書の基本

公式をその証明まで含めてきちんと理解しているかを問う出題は良い出題であったと考える。

問題の難易度は例年の琉球大学(前期日程・乙問題)のレベルを基準に，難易度を 5段階【難・やや難・標準・

やや易・易】で判断してあります。
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平成 21 年度 疏球大学(後期日程)入試問題について

問題番号 範囲 出題分野 質問事項 難易度

1. 数学 C 行列 (ア)閑 1 は問題文で r/ 上にない点 p{X ， Y)J という条件が やや易

あるが，琉球大学が提示した解答例その 2 では l 上

の点。 ， a) を用いて解答しているのは不適切ではな

いか?この点を用いて解答した場合，受験生は完全

正解となるのか?

(イ)問 2 の琉球大学が提示した解答例では，

(蹴 28 dconeZ) の形から回転移動を表す行列と
-sin28

しているが，教科書では回転を表す行列は

(~∞hS88-cosMsOO)l の形で扱うことになっています.受

験生はこの形まで変形しなくても完全正解となるの

か?

2. 数学 E 微分法の応用 (ア)問 2 はきちんと式変形する必要があるが，受験生の 標準

関数の極限 できはあまり良くないのではないか?

(イ)問 3 の証明問題において log2 <f(2x)-f{x) だけや

f(2x) 一 f(x)< 21og2 だけ示した受験生もいたのでは

ないか?その場合はどの程度の減点となるのか?

3. 数学 E 微分法の応用 (ア)問 1 では問題文を読み違えて，接線の方程式ではな 標準

積分法の応用 く，傾きの値だけを答えた受験生もいたのではない

だろうか?その場合は部分点はもらえるのか?

(イ)問 2 では ， Y=f{x) の概形から示した解答では完全

正解となるのか?

(ウ)問 3 では，曲線と直線の上下関係までは示さなくて

も完全正解となるのか?

4. 数学 I 整数 (1) この問題の出題の意図は? 難

数学 B 数列の和 (イ)琉球大学が提示した解答例の後半では帰納法を用い

または ているが，数列の和の公式を用いてもいのではない

数学 E 積分法の応用 か?

(ウ)大学入試検討委員会の提示した解答例でも完全正解

となるか?補足の部分まで記述は必要か?

(エ)完全正解している受験生はいたのか?

意見 数学 me が中心の問題構成で，数理科学科の入試問題としては妥当な問題であったと考える。た

だし，第 4 聞の整数(自然数)の問題は受験生にとって大変難しい問題であったと考えられ，ど

れほどの受験生が正解していたのか興味あるところである。

問題の難易度は例年の琉球大学(後期日程)のレベルを基準に，難易度を 5 段階【難・やや難・標準・やや易・

易}で判断してあります。
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平成21年度前期日程数学甲

日 座標平面の x軸の正の部分にある点 A と y軸の正の部分にある点 B を考える。原点 O から点A， B を通る

直線 a におろした垂線と，直線 E との交点を P とする。 OP=l であるように点A， B が動くとき，次の間

に答えよ。 (50点)

問 1 O=LAOP とするとき.OA+OB-AB を cosO と sin 0 で表せ。

.問 2 OA+OB-AB の最IJvfl直を求めよ。

匿雪

間 1 iID線 e は，円 x 2+y2=1 上の点 P( cosO , sin0) における.

この円の接線であるから

e:xcosO+ysin8=1
よって.座標軸と E との交点の座標は

(誌8'O} (0，道す)

Oく 8<? より， cosO>0, sin0>0 であるから

OA=」T.OB-17
cost!. sInt!

また. 60AB ∞ム PAO より. AB:OB=AO:PO であり. OP=l より

AB=AO ・OB=J
cost!Sill

したがって

1 1
OA+OB-AB一一一一一+一一一一一一一一一-cos0 I sin0 cos0sin8

x

一一

sin0+cosO-1
sinOcos0

@

-19ー



園(前頁囚の続き)

sinO+cosO-1
sin0cosOv問2

2(sinO+cosO-1) -2
(sinO+cosO+1XsinO+cosO-1)-sinO+cosO+1

とすると

sin0+cos0-1
y= 唱

すl(sinO +ω0)2-11

α

ぺr~A=J2Sina J

¥J1Z3¥/

と表される。

sin0+cosO=t と才さくと

π
一2

くAσくAυ

r
t
E
I
t
1、
、

、
、
.
2
盲
目
a
e
'
'
'

π
一4+avn

CA--O一一

こ こ で ，

。 + ? = αと お く と

t =ムi n αげ< αく ト )

さ ら に ，

2
一川
t

であるから

1 く f三三 J玄

v
よって

y=合 (1 く t~ J2)

y は単調に減少して.

t= 、/玄で最小値マ2
、/~ +1

であるから.

2(J2-1) をとる。

このとき

inα=l(~ く αくト)

圏

ヮ

“

α=? すなわち 0=? である。

より



平成21年度前期日程数学甲

回 a>O とし， μ)=仁 leos州 d% とする。次の聞に答えよ。 ω紛

問 1 0<a<1 のとき . j(a) を求めよ。

問 2 lim_j(a) を求めよ。
d-+U

問 3 自然数 n に対して . f(n) を求めよ。

霊童司

π

問 1 O~三 x:三すのとき. O~三 a%~三2" aくす(・.・ Oく a く 1)

π

よって. O~三 x;::;三2"において. cosax>0 であるから

μ)=CCosax dx= 日s川;十 i中 圏

問2 問 1 より

a
π
r
G
一

a

仕
一

π
一2

s
-mjw

'
E
a

π
一2

-
一a

π
一2ns

l

一
am

日
一
一
a

w
ハm

引
'
t
a

π

- 圏2

問 3 パか~:Icosnxldx(nJ'± 自然数)について.

Y=lcosn%1 の周期は主であり.そのグラフの y軸に関する対称性を考えると.
n

;了 l…ldx=;;|cowldz=弓…I dx=...=弘 Icosn%1 dx

よって. 0三%~三=! Xn より==2-2n

%

にlcowldx=47cosM dx

が成り立つ。

したがって

か)=(~; COS 川x)xn ベシ川了 =1 園
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甲数学前期日程平成21年度

囚 (50点)n を 2 以上の自然数とする。次の間に答えよ。

よめ求をX
J
uxooox

分積定問 l

次の不等式を証明せよ。

÷内

問2

lim{(II.22 .33 • ..• •nn)市)を求めよ。問3

@
、
‘
.
，
，

'
l
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，
“

n
，
，
，
‘
、
、

1
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I
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軍 ~

間 l

f ( x ) = x l o g. x と お く と

f'(x}=logx+1

x~三 1 のとき，

問 2

y=/!'x)/:

、f( k. 十}.)

凡f( 年));

:I~(仇fj
I P.る:'" t

kxk+l

f(x) は x~1 において単調に増加する。

vk~x:三 k+1(k=1, 2, 3,… t n-1) において

f(k)三f(x)三五 f(k+1)

であるから

f'(x}>O であるから.よって，
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甲数学前期日程平成21年度

目
x軸の正の向きに 1 動かす。

x 軸の負の向きに 1 動かす。

y軸の正の向きに 1 動かす。

y軸の負の向きに 1 動かす。

・出たサイコロの目が5 か6 ならば，動かさない。

このとき，次の間に答えよ。 (50点)

問 1 3 回サイコロを投げるとき.

問 2 7 回サイコロを投げるとき，

1個のサイコロを投げ.座標平面内の原点 Oから出発する点 P を，次の規則にしたがって動かすとする。

-出たサイコロの目が 1 ならば，

・出たサイコロの自が 2 ならば，

.出たサイコロの目が 3 ならば，

・出たサイコロの目が 4 ならば，

OP=l となる確率を求めよ。

OP=5 となる確率を求めよ。

rjJ で表し.

r!J で.

軍璽

x 軸. ~Y軸の正の向きに 1 動かすときをそれぞれ f→J •

x 軸. y軸の負の向きに 1 動かすときをそれぞれ f←J •

動かさないときを rXJ で表すことにする。

f ↓ j の確率はいずれもドf• J •『↑ J •このとき.毎回の試行における「→J •

rXJ の確率は÷である。

x2+y2=1 を満たすOP=l より，サイコロを 3回投げたときの点 Pの座擦を P(x， .v) とすると.

整数の組(x， y) を求めて. P(土1 ， 0), P(O，土 1) の 4通りある。

これら 4点に達する確率はいずれも等し川

そこで. P(l, 0) に達する確率を求める。

(i) rxX →j の場合，順序も考えて

問 1

(=3叶)2t)
3! 11¥2 1 1
21 \玄) ，否 =τE

「→→← J の場合.順序も考えて

、

‘

.

，

1

一6

内

，
u

、
1

E

B『
F

'

'

バ

片W
円
'

u

p
u句』一

一

，
，
E
E
、

3! 11¥2 1 1
2! \否 jτ-72

rj!→j の場合.順序も考えて

、
.
，H
M

，
，
E
、

3!'(ザ=会

…m

1.1.17P(l, 0) に遣する確率は一+一+一一ーであるから，18ｷ72 I 36-72
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7 ~ ~ • 7
求める確率は一一 x4=一ーである。72n~- 18



圏(前頁囚の続き)

問2 問 1 と同様にして. OP=5 より . X2+y2=25 を満たす整数の組 (x， y) を求めて.

R土3，土 4~ ~±4，土 3~ ~土5， 0), P(O，土5) の 12 通りある。

これら 12 点のうち.対称性を考えて

P(土3，土 4~ P(土4，土 3) の 8点に遣する確率はいずれも等しく.

P(±5, 0), P(O, ±5) の 4点に達する確率はいずれも等しい。

まず. P(3, 4) に遣する確率を求める。

「→→→↑↑↑↑ j の場合で.順序も考えて

長役rほr=手(=州問)
次に. p(5, 0) に遣する確率を求める。

(i) rXX→→→→→ j の場合. II頂序も考えて

7!11¥2/1¥S 21x4 _11¥2/1¥S
円円=予二(=峠) (す) )2!5!¥3/¥61 h7 '-7-2¥3/¥6)

(益) r→→→→→→← j の場合，順序も考えて

ZL.1.β)6= 三 (=?Ct.1.fiy
6! 6¥61 h7 '--7-1 6 ~ 6)

(溢) r ↑↓→→→→→j の場合，順序も考えて

7! 1 111V 7X6 , ""'11¥S
5!ττ は) = .~~ v (=7CSは)・2C，・ττ)

以上より，求める確率は

γ8+ 67 VX4 叩5向山刊 )=百=否認争
35 21x4+7+7x6

である。 圏



平成21年度前期日程数学乙

日次の間に答えよ。 ω点)

a+b~ ,...
問 1 a 主主 0， bミO のとき. 一一一 ?::Jab となることを証明せよ。2 =v--

問 2 a, b を実数とする。 x の方程式ジ+ax+4=0 が改 -l+bi をもっとき ， a, b の値を求めよ。

ただし. i は虚数単位とする。

間 3 0く aく 1 とする。このとき ， x の不等式 loga(x-l)ミ loga2(x+11) を解け。

盛夏B

£.-Jib ー (JQ_$)2
問 1 ーァ -.j(ib= n ?::O( ・.・($-$)這0)

よって，与ら.j(ib が成り立令

等号が成り立つのは， JQ=Jb すなわち a=b のときのみである。 園

問 2 b=O のとき.解 x= ー 1 であるから.与えられた方程式に代入して

l-a+4=O

人 a=5

b キO のとき.与えられた方程式は実数係数の方程式であるから ， x= ー I-hi も解である。

よって

{~ト一 1刊州州iめ仲)
(一 l+biX 一 1 一 bの =4

が成り立つから(解と係数の関係)

a=2， b=±Jま

以上より

(a , b)=(5, 0), (2, ±Jま)図



圃(前頁白の続き)

問3 logQ(x-l)ミ IOgQ2(X+ 11) …①

真数について

x-l>O カνつ x+11>0

人 x>1 …②

⑪ま

>logQ(x+11)
loga(x-l)~q

“ logQa2

2IogQ(x-l)~logQ(x+ll)

IogQ(x-l)2~三 logQ(x+ 11)

と変形できて. 0く aく 1 であるから

(X-1)2;;; 三 x+11

これを解いて

x2-3x-l0;｣0

(x+2)(x-5) 三0

・. -2;£x 孟 5

②より，求める解は

1 く x;£5 ~

、

.

』

，

.

唱

目

&

』

'aa--
+一x
-
2

，
，
s
・
、
、
.a-

σo
一

O

一

.•••..

霊童対数関数y=logax(a>0, a キ 1) において

a>l のとき . y は単調に増加するから

logQx 1 く IOgQX2 <:>x1<x2

O く aく 1 のとき . )/は単調に減少するから

logQx 1 く IOgQX2 <:>X)>X2



平成21年度前期日程数学乙

囚次の間に答えよ。 (5附

問 1 次の等式が成り立つことを示せ。

~:(xーゆ-P)dx=-t(P ーα)3

問 2 放物線y=x2 + px+q を Ct とし.放物線y=-x
2 を C2 とする。 Ct は也線 y=2x 上に頂点をもち，

C2 と相異なる 2点で交わるとする。 Ct と C2 で固まれる部分の面積が最大となる実数p， q の値と.

そのときの面積を求めよ。

軍週

間 1 ~:(x-ψ-f3)dx=~: {x 2ー(川 )x+ af3}dx

=r~x3- ~ (α+ f3 )x 2 +αf3xYI3" 2¥-., r I -,~I

=~(f33-a3)-~ (α+仰2一内α仰一 α)

=ま(f3 一川2(f3 2+f3α+めー3(叫)2+州

=t(P 一αX一山川-f3 ち

=-~ (f3 ー α)3 圏

圃 ~(x-a)ndx= 辻I(x 一げ内 C(C は積分定数)を用いて以下のようにも証明できる。

~:(x- ψ-{3 )dx=~:( …~(x- 的+(α- {3}}dx

=~: {(x ー α)2 ー (f3 ー αXx- α)} dx

=[~(… )3 十戸一 α)(x ー αl2r

=ま({3ー α)3 ーヤー α)3

=-t(F ー α)3



園(前頁囚の続き)

1_I P\2 ρ2
問 2 c.:y=X2+PX+q=(x+ ー)一一¥-.2J 4

IP P2._¥
の頂点{一一一一一 +q} が直線 y=2x 上にあるから¥ 2' 4 I .,} ，rl.BJ~ J一

一千+q=-p :.q= 子-p ①

Ct と C2 の共有点の x座標は

x2+px+q=-x2

より

2.%2+μ+q=O …②

の実数解である。②が実数解をもつことから

p2-8q>0

①より

グー 8(子オ >0

氏P-8)<0 ム Oく ρ<8

また.②の実数解を α， f3(α く戸)とすると

α -P-Jp2-8q Pーゴ +J P~__8q

より

f3- α=JP78q ③

よって. Ct と C2 で固まれる部分の面積を S とすると

叶:{-x2 ー (x 2 +px+q)}dx=-~: (2.% 2+μ+ ゅの= -2~: (X ー αXx- f3)dx

=-2.\合f3-a)3j=ヤー α)3

であり，③より

=土{d弓引
3

土(.J-p2+8P)3= 土(.J ー(P- 4)2+16-f
3¥ 2 J 必 24

ここで. 0く ρく 8 より， 一(ρ- 4)2+16 は ρ=4 で最大値 16 をとるから

1 .'2 8
S は ρ=4 で最大値一 .43 ーーをとる。

24~ -3

以上より.

p=4, q=O のとき面積崎大となり.そのときの蹴斗である。 園

n
H
d



平成21年度後期日程数学

日座標平面内の原点を通る醜戸ax ~ e で表To e 上にないれ(x， 川ら E におろした垂線と

E との交点を Q(x'， y') とする。次の間に答えよ。 (50点)

IXヘ IX\
間 1 行列A を用いて. (-I)=At }を書いたとき .A を求めよ。

¥Y"/ ¥y/

/1 0¥
問 2 a=tanO ， -Z く Oく王とする。 n を自然数 ]=(: V 1 ) とし .E を単位行列とするとき.2........v........2'-'''''0 ..<:........"""lA' J ¥0-I}

行列 {](2A- E) J" を O を用いて表せ。

虚雪

間 1 点 Q(x' ， y') は直線q， :ax-."1 =0 上にあるから

ax'-_y'=O …①

PQよE より

1 ・ (X-x')+a(y-."1')=0

人〆 +ay'= x+ay …②

①，②より

③
州
l

U

N

，

，E

E

E

-

-

、

、

、
E

E

P』

，
f

o
a
o-ｭ

/
t
a
-
-
¥

一
一

、
E
E
E
t
I
/

a
'
'
'
x

y

，
r
'
E
E
E
、
、

、
1

E

B

t

J

f

'
i一

a

a

l

J
I
l
l
-
、

と表される。

a 2 ー ( -1) ・ 1=a 2 +1 キ O であるから

(~ ~lr =ホ (~1 ~)

て+
J

掛を
¥
1
1
J
/

'
i
n
u

-
E
A

a
-

-
F
2
1
1
1
1
、
、

pり
品
M左辺両の③てつよ

(:}犬山~)(~ ~)(:)=法 1(~ ;2)C)
A= 去1(~ 二)園
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平成21年度後期日程数学

回 以において.関数力)=%Iog% ー(%ーゆ仰-1) を考える。次の間に答えよ。 側)

問 1 %>1 のとき . f(2%)-fez) は設か関数であることを示せ。

間 2 lim{/(2%)-fez)} を求めよ。

問 3 次の不等式が成り立つことを示せ。ただし. Ii m~%Iog% =0 であることは用いてよし、
Z • +0

log2<f(2%)-f(%)<21og2

僅璽

問 1 f(%)=%log% 一 (%-I)log(%-I) より

f'(%)=log%+I-Iog(日)ー1=同云T

よって. g(%)=/(2%)-fez)(%>1) とおくと

2% . % . (I 今X ¥2 %唱 l
g'(%)=2/'(2%)-f'(%)=2log 一一一一 log 一一= log t(.ー乙ートこ二土|

2%-1 --ー%-1-ｷ-ー1¥2%-11 % I

14%(%-1)_1(2%-1)2-1r, 1 I
-log9 ー log ¥-: -J~ ,.,-=logP-._-_...~ <log1

(2x -l)~ - (2%-1)2 ---r(2%-lfI
:.g'(%) く O

よって. %>1 のとき g(%) すなわち 1(2%)- 1(%) は減少関数である。 包

間 2 g(%)=/(2 %) ー 1(%)= {2%]og2x ー (2%-1)log(2%-I) }-{%log%ー (x-l)log(x-l )}

=log~ と，ー log 竺I" =I吋2x· (去f)2%-
1

1_叫x.(三It-II

x+log(1ιyz-l-10gz-logll づTY-
1

2%-11 ｷ-0- '''b¥- I %-1)

=log2+logil+TLrib-l-1凶l+~Y-I
¥ ~%-lJ -¥ X-IJ

人 limg(%)=log2+loge-loge=log2 Ii) I~.o __ .+ .0 I._1¥
I~ヨ l加(1+ h)芳=lim(1+:r=e

n'""'"'U x-=¥...,

問 3 ZERog(X)=xholmx)一六x)}= li~_f(2%)一 lim 汽x)=パ2)=21og2
.r-I+Oｷ .r• 1+0

であり，問 1. 問 2 より，

g(%) は %>1 で減少関数. limg(%)=log2
y

であるから

log2 く g(x)く 21og2

すなわち

log2 く 1(2%)- fez) く 2log2

が成り立つ。 園

日

-
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…
一
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数学後期日程平成21年度

目 (50点)

Y=f(x) の接線で.傾きが最大であるものを求めよ。

問 1 で求めた接線と曲線 Y=f(x) は接点以外に共有点を持たないことを示せ。

間 1 で求めた接線と.曲線 Y=f(x) およびy軸で固まれた部分の面積を求めよ。

zミO において.関数/(x)= _xe-r2
を考える。次の間に答えよ。

1
4
q
t
u
n
o

問
問
問

軍宣

/(x)=_xe- 1l 2 より問 1

f'(x)=-{e-1l
2
+xe-r2o( ー 2x)}=(2x 2 -1)e- r2

=-4x1x+OJ.否 v__..fb\., _11
2

f"(x)=4xe-1l-+(2x2 -1)e-1l ・(ー 2x)=(-4x3 +6x)e- 1l-=-44. x+ V
2
"Xx-V
2
"f

x 0 …丘…丘一
2 2

f'(x)
一

。 + 最大 +
/"(x) o+ + 。

一

f(x) 、 d外 F

増減表より

/'(x) は x=手で最大値/'(手)=2e-i をとる。

よって.求める接線の方程式は

y-砕)=f停Xx一手)
であるから

ぷ
一2

d
7

@ed
一2

X
3-ze

の
'
u一

一

"
V
4



園(前頁囚の続的

問2 何人 3やさとすると題意より方程式力)=仰)が・必O 附いてただ1 つの

実数解をもつことを示せばよ" ¥0

h(i)=f い)- g(x)(x 孟 0) とおくと

h'(x}=/'(x}-g'(x)=(2x2_1)e-.r
z-2e一弘o (・: /'(x)三2e勺

であるから. h(x) は xとO で単調に減少する。

/、%\ dJ否\ _IJb¥
{一一 l=ff "Vn'-l l-g("Vn

v

1=0 であるから.
¥2 J J ¥ 2 J ""¥ 2 J

方程式h(x)=O は. x>O において

ただ 1 つの実鱗x=手をもっ。

以上より，題意は示された。 園

問 3 包括与において. /(仰(x) であるから・

求める面積は

;fi→λ(2e -~x一千寸 dx

=[ドーeーさx 2 +乎e-2xlf

=与(e-2-1)-2e-3+2e→2¥- ./ 2- ｷ2

=約eーさー 1) 圏

-34-
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[補足]/(α)=3a -2a-1 (α>0) とおくと，

/'(α)=3alog3 ー 2alog2

L I2¥ｫlo~ 21
=3alog3P ー {-1-tー ~>O( ・.・ α>0)r¥3Jlog3J

より. /(α) は単調に増加して.かっ. 1(1)=0 であるから

/(α)=0 は α>0 においてただ 1 つの実数解α=1 をもっ。

平成21年度後期日程数学

囚 a，{j を正の定数とする。すべての自然数n に対して

(la+2a+ … +n ウ2=1β+211 + … +n ，9

が成立するとき.α， {jを求めよ。 <50点)

匿璽

(la +2a + … +n ウ2=1"+211 + … +n ll … <*)

において. <すべての自然数 n について成立するから)

n=2 のとき

(1+2a)2=1+2,9 より 2 ・ 2a +22a=2"

..2+2a=211-ac:2aキ 0) …①

n=4 のとき

{(I+2a+3a)+4ヤ=1+2 11 +3，9 +411 より (1+2a+3a)2+2 ・ 4a(1+2 a+3a)+42a =1+2JJ+3"+4"

ここで . n=3 のとき . (1+2 a+3 a')2 =1+2 ，9 +3 Jl が成立するから

2 ・ 4叩 +2 a +3 今 +4 2a =4 ，9 よって弐 1+2 a +3 ウ +4 a =4 1J - rt (γ 4 aキ 0)

人従 1+2 a +3 今+ 22a=(2 P-a)2 …②

①，②より

民1+2 a +3 今+ 22a=(2+2a)2

人 3a =2 a+1
これを満たす自然数α は α=1 のみで

あり，このとき . {J =3 である。

逆に， α =1 ， {J =3 のとき.

(*>の左辺は

(1+2+...+n 叶長 (n +1ｻ)

<*>の右辺は

13+23+...+が =1 シ川 >r

であるから. <*>はすべての自然数 n に対して成立する。

以上より， α =1 ， {J =3 である。 園



囚 [これと解法が違っていても閉じ結論が正しい論理により導かれていれば正解です。!

間 1

y

x
0

1 __ 1 1
図で OP =1, OP 上 AB より OA= 一一ー OB = ，~ _~ =一二ーとなる。, '-'~L -∞s8' ∞s(j-8)-sin8---v

1._ 1
OP=1, OP 上 AB より， 60AB の面積= ';AB=一 OA ・ OB となり， AB= 一一ーニ2--- 2
となるので，

1 1 1
OA+OB-AB= 一一一+一一一一一一二

cos8.sin8 cos8sin8

間 2

f'(8)

1 11
f(8)= ァー+一一ー とおく。 8 が鋤く範囲は， 0 く 8 く互である。
cos8.sin8 cosB 剖n8

s泊38-cos38-sin28+ ∞52 8

-cω2Bsin28

(sin8-cos8)(ω28+ ∞IS8sin8+sin2B-cos8-sin8)

∞s28 討n2 8

(sinB ー ω8)(1 -cosB)( ト sin8)

- cos28sin28

9 。
7r 7r

4 2

f'(8) 一
。 +

f(8) \、 最小 ノ

従って増減表は，上のようになり，求める最小値は ， f(~)=2 J2 -2



[これと解法が違っていても同じ結論が正しい論理により導かれていれば正解です。 i図
π

O く α<1 のとき o~x~ ーの範囲でcωω>0 だから，
一一 2

J(α)=footcosω= [半 J: =学

間 1

WH-2
一一

α­
Z
2
-
a

-
m
一Z
2

g
u
-

π
-
2

問 2

limsU2αu
ーーーーー= urn

Q-+O a Q• +0

rき

I Ieω nxldx において， t=nx とおくと ， dt=ndx より，
JO

問 3

a一
一

ιnヤムM
ω

M
Tf
I
J
0

.
ωznω

r
I
J
。

(k-1) π
」こで ， u=t- a とおくと ， dt=du で

flcos(u+(kl 吋ιIe 叫 dt

flωuJ71)π- …泊勺 )π| ぬ一一

k が奇数fcosudu=[岳山 J:=1

従って，

fsi川u=[一∞イ =1
ιIeostldt=

k が偶数

n
乞
同

1
-
n

一
一

命zn側

,,,
ss'Enu

一
一
n
r
J

仇
ツ

よJ
J

シ
』



図 !これと解法が違っていても同じ結論が正しい論理により導かれていれば正解でれ l
問 1

f f lJ1111nt-xlogxぬ =15Z2叫:dz 必 =2dlogn-zldlI=dlop-i(η2_1)

問·2

(xlogx)'=logX+1 より ， x ~ 1 で (xlogx)'>0 となり，この範囲で xlogx は増加する.

y=xlogx のグラフの概形は， x ~ 1 で下図の曲線になる.

y y

0・ 1 2 3 4 ・H ・ H ・..… n ・ 1n x G1

図 1

X

2 3 4 5.... ・H・ . n ・ 1 nn+1

図 2

εklogk =~klogk は図 1 の長方形部分の面積の総和であることを用いると，

会 k附〉 fzloM=jdlogn-j(n2-l)

また~klogk=~klogk+nlogn は図 2 の長方形部分の面秘の総和であることを用いると，

sklogk く in:dogxdx+ 叩=jdlop-j( 山)+叩
1

問 3 an= (11 ・ 22 ・ 33 ・… -r)n105n とおくと，

logh=TLlog(11 ・ 22 ・ 33 . ・・ ・♂)=-L ア klogk
r 』ogn1171210gnt:

問 1，問 2 の結果より，

n2;-1 1 キ nlogn
-一一~一一く logan く一一一一一一一+一一一一一2 n210gn

~ wo-n .....
2 n21ogn'n2logn

従って，

1 I-::¥- 1 l-~ 1
-一一一---.!!.ニく logαη< 一一一一......!!.ニ+二
2 410gn

~ --0-70
- 2 4logn

I

n

1.. _.A_ ,,_
"
_
" ~" n2loSよって， J迎。 logan=5 となり， J込 (11 ・ 22 ・ 33 ・ ... .nn)

n

。二、 re

。

。



図 [これと解法が違っていても飢餓が正しい論理により導かれていれば正解です。!

間 1 op=1 となるのは， P が(土I ， O) ， (0，土1) に動くときである。規則の対称性から，

これらが起こる確率は，すべて等しい。P が (l ， O) にあるためには 1 が少なくとも 1 回

出なければならない。従ってP が (1 ， 0) に動くためには，

• 1 が 1 回出て，残りは 3， 4 が l 回ずつ出る。

・ 1 が 1 回出て，残り 2 回は 5 か 6 が出る。

・ 1 が 2 回でて， 2 が 1 回出る。

のいずれかである.それぞれの確率は， ~P~(;)3 叉c， (;')(;)2, ~Cl (;')3 だから，, "-'>¥6)' "~L\6} ¥3}' ".....L¥6}

P が (0 ， 1) に動く確率は土+土+土=ヱである。よって求める確率は，, 36ｷ18 I 72-72

4 ヱ一長一

問 2 7 回サイコロを投げたときの P の座標を (x ， y) とすると， Ixl+lyl 豆 7 が成立する。

OP=5 のときは ， x2 + 計 =25 が成立する。 x， y は鐙数値なので，これを満たす x， Y の組は，

(土 5， 0) ， (0 ，土 5) ， (土 3，土 4) ， (土 4，土 3)

である。

7 回サイコロを投げたとき，点 P が (5 ， 0) に動くには，次のような目の出方となる。

• 1 が 5 回出て，残りを 3， 4 が l 回ずつ出る。

・ 1 が 5 回出て，残り 2 回は 5 か 6 が出る。

・ 1 が 6 回出て， 2 が 1 回出る。

それぞれの確率は・ 7C5 •2.(;')7, 7C5(;')5(~')2 ・ 7C 1 (;')7 となる。, ,.....;) - ¥6} , ,.....;) ¥6} ¥3} , , ~L ¥ 6}

P が (-5 ， 0) ， (0 ，土 5) に動く確率も同じ値である。

点 P j'} iが=附に噸動く確率は， 1j'}ωカが叩=

P が(伶3，一4め)， (←一3 ， 4め)， (←一 3，一4め)， (件土4，土3め)に動く確率も同じ値になる。

従って求める確率は，
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乙解答例

目!これと鱗が違っていても同じ繍が正しい闘により導かれていれば正解でれ]

関 1 a+b-2vOb=(va-Vb)2~ 0 より、 α +b ミ 2vab となる。よって，

乎主ゾ高

問 2 :z:=ー l+bi を代入して

(-1+bi)2+ α(-1 +bi)+4= ー(a+b 2 -5)-i{2b-00)=0

よって，

これを解いて

(ゆI)=(5, 0) , (2, Vi), (2,-¥1'3)

閑 3 英数は正であるから t :r: -1>0 かつ z+ 11>0 より， z>1 である。

同点+ 11) 同o(z +11)
10&.2(1:+11)=

よってt 1略o(Z -1) ミ1o&.:a(:I: +l1) は

108'0(z-1)2 ミ logo{:Z:+11)

となる o 0<a<1 だから

(:.:_1)2 孟 z+11

これを解くと，

-2$;z~5

z>l とあわせて

1<xS5
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回[これと僻地っていても同じ輔が正しい腕により導かれていれば正解です・ l

問 1

G

'"

C,

百= 2.,

2>:'-2tx+t'+2t=0

-:t'=x2-2tx+t2+2t

ド (x -t)'+2t=>:'-2tx+t'+2t

となる。よって ， C， と C. の交点の z座標は

より、 z の二次方程式

f frIr(x一白)(x- β)ぬ =L(>:'-(α+β}x+a，β)ω=lra-E(日 +β}>:'+afJxL
=j{が -d)-j(白+仰· -a')+a，仰ー α)

=-i(β-w-2dd)=-iωー α)3

Ct の頂点を (t， 2t)とおくと， Ct の式は関 2

を満たす.よって

x=~ (t土よτ4t)

これが相異なる実数であるので

-4<t<0 -一一一ー一 (1)

である.この二つの解を α 〈 β とおくと . C,CC2 で固まれる部分の面積は

1(J{-:ro'-(x'- 加+♂+幻)}お =1β(-2>:' +均一♂ー伽
Ja

= -2[(X-a)(X ー β)片山 )3=H ♂コ r

1 円~ 8
-t'-4t= 一(川 )'+4 より. t=-2 は (1) を満たすから. t=-2 のとき最大値 EdzE

をとる。 t= -2 のとき Ct は y=x 2 +4x だから p=4 ， q=O. そのときの面積 j
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後期解答例

!これと解法が違っていても同じ結論が正しい論理により導かれていれば正解です。]凹

その 1

問 1 点 Q は t 上にあるのでが =αどである。また l の方向ベクトル (1 ， α) と PQ=(x' 一

x ,y'-y) は直交するので

0=1 ・(ピ -x) + α ・ (y'-y)= ピ -x+ α(ax' -y)=(1+α 2)X' 一 (x+ 仰)

ピ x+ αu-1.αU
- ・・・・圃・・・咽・凶・・酬圃園 ・・田. ・・・・・ーー・・ーーーー・・ ..,: ・吋ド・ ・・・・ーー・・・・・・・・・・ ・ す，

1+α2 1+α2 -・ 1+α2 ~

2. .αα
ν=αx' = 一一一τ ·x 十ー一一-;;- .y

1+α:l • 1+α晶 d

よって

ラ宮)
存宗/

A=( 守宮
\耳石玄

したがって

J(2A-E)=(宮田 i
げ芋F 耳石玄/

=(竺内+sinze m;62si531

\∞ 52θ+ 凶n2 8 ∞52 8+5in 2 8/

=(∞ s20 s泊
一 sin2却8 ∞s20 )

問 2

22Z){J(2A-E)}n=(ご:fdo

泊
品E

だから



その 2

問 1 A の表す変換で，点 (α， -1) ， (1 ， α) はそれ

ぞれ (0， 0) ， (1 , a) にうつるから

。~) =A(二~)
よって

A=(~ ~)(二 ~r

=市(~ ~) (~ ~1)

=市 G :2)
問 2 J は z 輸に関する折り返し。図から 2A­

E は P を nこ関する対称点にうっす。図

のように角 α をとると ， J(2A-E) は P

を

一(0 ー α) 一 (0+ α)= ー2D

だけ回転した点 P' にうっす。つまり

fcos2D sin2D¥
J(2A-E)= l-~i;2Dω 20)

よって

ν

Z

(α ，-1)

-ー暑

2AP

{J(ルE)}~(3fdo32:)
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回 iこれと解法が違っていても同じ結論が正しい論理により導かれていれば正解です。!

問 1

f'(x)={xlogx-(x ー仰的- I)}'=logx-log(x ート均三 τ

であるから

{f(2x) ー f(x)}' =2f'(2x)-f'(x)

=2 同JL- 均三一
乙x -1 nox-1

=IOI!4:J;2(X-1)
~O (2x ー 1)2 X

=IOI!(2x ー 1)2 -1
o (2x-1)2

=1 叫一(2xぶム~ 1)2}

すなわち {υf(ρ2x司)一 f(いx)け}'く 0，つまり f(2x) -f(x) は減少関数。

問 2

f(2x)-f(x)=2xlog(2x) 一 (2x -1)log(2x-1)-xlogx+(x-1)log(x-1)

=IOI!(2X)2z(X-.1)X-1
。 (2x-1)2z-1xx

=J(あ)2X-l

o x(三I)X-1

=1J(1+古)2X-l

-0 (1+出)ト 1

→時=附ト∞)

問 3

22rl 。 {f(22)-f(z)}

ZAE 。 {2zi 句(2x) ー (2x -1)log(2x-1)-xlogx+(x-1)log(x-I)}

=21og2-1 ・ log 1-1 ・ log1+0

=21og2

したがって，問 1，問 2 より

log2<f(2x)-f(x)<21og2

が成り立つ。

M明



回!とれと解法が違っていても同じ結論が正しい論理によ怖かれていれば正解ですo ]

問 1

f'(z)=-e-t+2z2e-22=e-t(2Z2-1)

fl/(x)=e-
x2
(-4x3+6x)= ー4x e- X2 (x2_ ~)

だからは 0 の範囲で fl/ (x) = 0 となるのは x =Oq(jのともよって印)の糊表

は以下のようになる。

xI0 v~

f"I0 + 0
f'I ノ、

したがって x= Ii で f' (x) は最大となる。 fベ，て (Iiぬ;号) =2e-バ­
から求める接線は

ν= 2e• (x-Ii)-A け = 2e-~x -3/ い

問 2

g(x)= f(x) 一 (2e- i x-3AIけ) =f(x) ー f'(ffJ (x-ffJ+f( ゆ

とおくと共有点の z座標は g(x) = 0 をみたす。付 Ii ならば，問 1 より，

ダ(x)=f' (x) ーペゆく O

だから g(x) の培減表は以下のようになる。

x10 q
u
-
q
a

g'I - 0
9I¥O¥

よってg(x)は減少関数であり，g(x)= 0 となるのは x=Aのときのみ。

問 3 関 2 より，求める面積は

loA(-xe-"-2e-!x+ φ-2)k=lirf-N+ ゆヵ l:
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回!とれと腕が違っていても同じ結論が正しい論理により導かれていれば正解ですo ]

その 1

(1α+2α+ ・・・ +nα)2 =1β+2β+ ・・・ +ηβ

より

(…α+...+ベ=山β+...+ヘ nβ+ト2(針。①
九α+1 J ηβ+1

ここで

=HG)α+G)α+...+ (グ)

とおくと①より

ー
一
山

一
一

'
a
-
n
u

司
，

.
B
E
a
-
-
a
E
J

I
E
'
i

帥
一
+

Z

一
α

F
'
E
B
E
E・
E
E
L
-

一
一

L

2
4

d

仕

P

2

3t
l
f
j
o

一
一
一
一

2

-

n

Et'-h

,f

,I1

、
川
，
F
r
h

似
一
か
見
-
a
n

一 ②

だ か ら ② よ り

1:_ _13-2 α-1 _ 1:ー {fQ(n)}2 β+1nrnn"" -- • = 11m ,- n. ., =ー一一一-

n→∞一 n-~Oo hβ (n) (α+1)2

となる。 この右辺は正定数だから，左辺のベき{3 -2α ー 1 は 0 でなくてはならず，乙のと

き左辺，よって右辺も l となる。つまり

β nα 噌ー , F+1
一' 一・ー 0 一
一ー， (α+1 )2

となり，これを解くと α= I ， β=3 となる。実際このとき，帰納法により

13+・・・ + (n_1)3+η3 ={I+・・・+ (n-1)}2+n3

={ n(ア)}\η3

-n2{(n-1)2+4n}
22

={行γ
=(1+ ・・・ +n)2

を確かめられる。よって

α= I ， β=3
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その 2 すべての自然数 n に対して

{Iα+2α+ ・・・ +ηα +(n+1)α}2 =1β+2β+ ・・・ +ηβ+(n+1) β

(1α+2α+ ・・・ +nα)2 =1β+2β+ ・・・ +ηβ

が成り立つ。差をとると，

{2(1α+2α+ ・・・ +ηα)+(n+1)α}(π+ 1)α =(n+1) β

となるから， γ=β 一 α とおくと，すべての自然数 n にたいして

2(1α+2α+ ・・・ +n
Q

) +(η+ 1)α =(n+1) γ

が成り立つ o n=1 ， 2 ， 3 を代入して

74一
一

γ
ヨ

α

3

4
=
+

マ

α

、
1

2

3

P

=

+

い

h

曽
z
.

、
‘
•.
,,,

T

P

P

+
ぃ
-
し
い
↑

唱
，E轟
噌
目
占

，
，
.
‘
、
，a
E‘

、

nLn

,dn

,a

r
E
E
E
J
、
t
E
t

、

@
@
③

が成り立つ。③より

4γ= (2マ )2 =(2+2α)2 =4+4 ・ 2α+4α

とれを⑤に代入して

2(1+2α+3α)+4'α=4+4 ・ 2α+4α

よって

1+2α=3α

これを@に代入すると

3サ =2 ・ 3α+3α=3 ・ 3α=3α+1

よって γ=α+1 である。 これを③に代入すると

2+2a=2α+1 =2; ・ 2α

となり 2α=2 である。 よって α= I ， β=3 でなくてはならない。 すべての自然数n に

対して

(1+2+ ・・・+n)2=13+23+・・・ +η3

が成り立つことが帰納法で容易に示せる。 よって

α= 1 ， β=3



『高校数学教育を考える会J (平成 21 年 6 月 12 日.於西原高校)

における琉球大学入試問題に関する質疑応答まとめ

質問者:沖縄県高等学校数学教育会大学入試問題研究委員会

応答者:琉球大学数学入試問題担当者

・前期日程・数学甲について・

問題番号 範囲 出題分野 質問事項&返答 難易度

1. 数学 I 図形と計量 (ア)問題文で r x 軸の正の部分・・・と y 軸の正の部分・・・ j 標準

数学E ニ角関数 とあるが，正しく読み取れていない受験生がいたの

数学E 微分法の応用 ではないだろうか?

答:読み取れていない受験生は実際にいました。

(イ)問 2 では微分法を用いた解法と 1=5泊。 +cosθ と

おいて式変形する解法があったと恩われるが，どち

らの解法を用いた受験生が多かったのか?

答:微分法を用いた受験生が多かったようである。

(ウ)問 2 では最小値をとるときの9 の値を示さなくても

完全正解となるのか?

答: i曽減表を書く時点で O の値が示される。解答の流れ

の中で示されるはずなので、答として特に示さなくても

完全正解となる。

(エ)問 2 で琉球大学が提示した解答例において，増減表

を示す前に， sinB-cosθ の合成等を示す必要がある

のではないか?

答:数学的に間違いがなければ、問題ない。

(オ)受験生はどの程度できていたのか?

答: (工学部の採点に限って)きちんとした、データが

あるわけではないが、そんなにできている感じはない。

2. 数学 E 積分法 σ) 閑 3 では関数のグラフの周期性を利用した解答では やや難

関数の極限 完全正解となるのか?

答:この解答でも完全正解となる。

(イ)問 3 は解答をうまく記述するカが求められると恩わ

れるが，実際の受験生のできはどうだったか?

答:記述カを見ることも、この問題のねらいであった。

しかし、ほぽ出来ていない。まず、問 2 が出来ていない。

自然数の意味が分かっていない受験生も目に付いた。

3. 数学 E 積分法 σ) グラフ等を用いて解答する必要があったと恩われる 標準

積分法の応用 が，実際の受験生の解答はどうだったか?

数列の極限 答:グラフを書かなくても、単調繕加が示されていれば
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4.

意見

琉球大学

側からの

試験後の

感想

よい。グラフは結構描けていたようである。しかし、思

ったよりは正解者は少なかった。

数学 A I 確率 |の場合分けができていて，確率の計算で間違えた場合|標準

はどの程度の部分点が与えられるのか?

答:場合分けだけでは、得点は与えていない。一つの場

合と場合の数まで正解していれば、部分点を与えた。気

になったのは、数え上げができない受験生がいる。泥臭

く、しっかりと順序付けて数え上げる作業を普段からや

っていないのではないか。

(イ)問 2 の計算はどの程度の受験生ができていたのか?

答:あまりできていなかった。 6 の 5乗などは計算して

いなくても、指数の形のまま答えていても正解とした。

全体的には各問題とも小間の設定がうまく考えられていて，良い問題構成であった o 第 4 聞の問

2 の確率の計算は少し厳しい出題であったと考える。また，入試に臨む受験生の心的状況を考え

ると，解答用紙(解答欄の配分等)は改善した方が良いのではないか。

6割程度の平均を目指して作間している。実態は 5割から 4寄jの平均である。例年並み。一つ一

つの問題はそんなに難しくないと考えている。時聞がない受験生が多いのではないだろうか。今

年度の出題は微分積分の領域が多かった。これは、高校でしっかりと微分積分を勉強してきて欲

しいという考えがあるからである。例年、必ずしも微分積分が出題の中心となるわけではない。

今年度は図形問題が出せなかったのは残念である。

問題の難易度は例年の琉球大学(前期日程・甲問題)のレベルを基準に，難易度を 5段階【難・やや難・標準・

やや易・易】で判断しであります。

-前期日程・数学乙について・

問題番号 範囲 出題分野 質問事項&返答 難易度

1. 数学 E 不等式の証明 (ア)問 1 では等号成立の場合を記述しなくても完全正解 易

複素数と 2 次 となるのか?

方程式 答:特に示さなくてもよい。気になったのは、証明すべき

対数関数 式から式変形していく解答があり、証明になっていない解

答が結構見られた。

(イ)問 2 では b=O の場合の解が答えられなかった受験生

も結構いたのではないか?

答:いたと思います。

2. 数学 E 積分法 σ) 問 1 は教科書レベルの問題と思われるが，どの程度の 標準

受験生ができていたのか?

答:結構できていたと思う。

ω 問 1 は-1(F-α)3 の形まで因数分解できなくても，部
6

分点がもらえたのか?

答:郵分点は与えた。
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。)問 2 では琉球大学が提示した解答例のように p ， q 以

外の文字t を用いて解答している受験生はどの程度い

たのか?

答:いたと思うが、確かに p， q の文字を使って解いてい

る受験生の方が多かった。

意 見|数学乙は教科書レベルの基本問題からの出題であったので，受験生がどの程度できていたか，高

校側としても大変興味あるところである。出題に関しては，各大聞の問 1 のような教科書の基本

公式をその証明まで含めてきちんと理解しているかを問う出題は良い出題であったと考える。

琉球大学|数学乙問題の受験生のできが悪かった。ひどかった。受験生はしっかりと数学の勉強をしている

側からの|のか疑問である。

試験後の

感想

問題の難易度は例年の琉球大学(前期日程・乙問題)のレベルを基準に，難易度を 5段階【難・やや難・標準・

やや易・易】で判断しであります。

-後期日程について.

問題番号 範囲 出題分野 質問事項&返答 難易度

1. 数学 C 行列 (ア)間 1 は問題文で rz 上にない点 p(x ， Y}J という条件が やや易

あるが，琉球大学が提示した解答例その 2 では l 上

の点 (I ， a) を用いて解答しているのは不適切ではな

いか?この点を用いて解答した場合，受験生は完全

正解となるのか?

答:数学的に問題はないのでよい。間 1 に関しては、連

立方程式が立てられでも、変数 αが入った方程式が解け

ない受験生が目に付いた。

(イ)問 2 の琉球大学が提示した解答例では，

(回 S28 Sinm) の形から回転移動を表す行列と
-sin20 cos20

しているが，教科書では回転を表す行列は

(∞ S8-sM )の形で扱うことに恥ている。受験
sinθcosO

生はこの形まで変形しなくても完全正解となるの

か?

答:数学的に問題はないのでよい。

2. 数学皿 微分法の応用 σ) 問 2 はきちんと式変形する必要があるが，受験生の 標準

関数の極限 出来はあまり良くないのではないか?

答:出来は良くなかった。

(イ)問 3 の証明問題において log2 く f(2x}- f(x} だけや

f(2x)-f(x)<21og2 だけ示した受験生もいたのでは

ないか?その場合はどの程度の減点となるのか?



答:半分程度の部分点を与えた。

3. 数学皿 微分法の応用 この大間 3 に闘しては，作間担当者が不在のため返答で 標準

積分法の応用 きないということであった。しかし，採点担当者からニ

次導関数を求めることができない受験生もいたという

指摘があった。

(ア)問 1 では問題文を読み違えて，接線の方程式ではな

く，傾きの値だけを答えた受験生もいたのではない

だろうか?その場合は部分点はもらえるのか?

(イ)問 2 では ， Y=f(x) の概形から示した解答では完全

正解となるのか?

(ウ)問 3 では，曲線と直線の上下関係までは示さなくて

も完全正解となるのか?

4. 数学 I 整数 σ) この問題の出題の意図は? 難

数学 B 数列の和 答:思いついた問題を出題したというのが本音である。

または 前期試験には厳しい問題なので後期試験で出題した。

数学 E 積分法の応用 (イ)琉球大学が提示した解答例の後半では帰納法を用い

ているが，数列の和の公式を用いて式変形すればよ

いのではないか?

答:良い。

(ウ)大学入試研究委員会の提示した解答例でも完全正解

となるか?補足の部分まで記述は必要か?

答:正解となる。この解答であれば、補足まで解答する

必要がある。

(エ)完全正解している受験生はいたのか?

答:いませんでした。 α=1 ， /3 =3 が書けている受

験生はいた。その理由まで、きちんと解答できている受

験生はいなかった。

意見 問題構成は数学 me が中心で，数理科学科の入試問題としては妥当な問題であったと考える。た

だし，第 4 問の整数(自然数)の問題は受験生にとって大変難しい問題であったと考えられ，ど

れほどの受験生が正解していたのか興味のあるところである。

琉球大学 特になし。

側からの

試験後の

感想

問題の難易度は例年の琉球大学(後期日程)のレベルを基準に，難易度を 5段階【難・やや難・標準・やや易・

易】で判断してあります。

-入試全体について.

(ア)問題毎の受験生の正答率はどの程度か?

答:問題毎のきちんとしたデータはとっていない。全体的には、目標は平均が 6割程度を考えていたが、実態

は 5割-4 割のできだった。
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(イ)問題毎の配点比率はどの程度か?

答:下に示した配点は，質疑応答の中で琉球大学側から、覚えている範囲で答えて頂いたものである。しかし、

実際には，学部学科毎に異なるので、あくまで目安として捉える必要がある。空白部については不明。

・前期試強甲問題・ ・前期獄験乙問題・ ・後期獄験・

大間 小間 配点

間 1 20

問 2 30

2 間 1

問 2

問 3

3 問 1

問 2

問 3

4 α=1 ，{3 =3 が

書かれていたら，

15 点与えた。

大間 小間 配点

1 間 1 15

間 2 15

問 3 20

2 問 1 20

問 2 30

大間 小閑 配点

1 問 1 20

問 2 30

2 問 1

間 2

問 3

3 間 1 10

問 2 30

問 3 10

4 間 1 15

間 2 35

(ウ)全体の最高得点，最低得点はどうなっているか?

答:記憶にある範囲で答えるということで答えて頂いた。下のようになる。

前期甲 前期乙 後期

最高点 190 80-90 130

最低点 。 。 0 に近い

(エ)合格者の最高得点，最低得点はどうなっているか

答:データを取っていないので、分からない。

(オ)受験生の計算カ，記述力はどうか?

答:計算カもないし、基本的な数え上げもできていない。記述カを分析するレベルではない。解答は、ただ、

式が羅列されているような感じである。あまりに汚い解答は見ない。

(カ)高校の指導に対する要望は?

答:個別学力試験の問題をできるようにすれば、センター試験はできるので、数学は解答をきちんと記述する

ように学習して欲しい。

高校で理数科のある学校は、情報 B を履修させて欲しい。
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高第2部会

険料句な考え方を育む指導の工夫』

~三角比における数学棋脂動を通して~

持縄県立Z闘商業高等学校嶺井 淑

1 研究のねらい

f数学を学ばなくても生活で困ることはないJ ， r買い

物などで使う四則演算だけ学べば良いのではないかj な

ど，高等学校で学ぶ数学の有用性に疑問を持った質問を

受けることが多々ある。このような現象から課題として，

数学に興味・関心を持たせること，また既習事項を活用出

来るようにすることが課題であると考える。生徒が興

味・関心を持てる指導や数学の有用性を認識させ，数学

的な考え方を育む授業づくりをしなければならないと考

える。そこで本研究では数学的な問題に取り組む数学的

活動を取り入れることで，生徒に数学への興味・関心を

高め，その有用性を認識させ，知識・技能を活用させる

ことにより数学的な考え方が育まれるだろうと考えた。

2 研究方法

はじめに研究のねらいにもある数学的な考え方と数学

的活動がどのようなものであるかを明確に整理し研究を

進めた。その後，数学的な考え方を引き出すための発聞

を取り入れる授業を展開することで生徒を支援できるよ

うに計画した。以下に数学的な考え方，数学的活動，授

業展開について記述する。

(1) 数学的な考え方について

片桐重男 (2004) は胤数学的な考え方を実際の指導の対

象とするために具体的に『数学の方法に関係した数学的

な考え方 J と「数学の内容に関係した数学的な考え方 J ，

そしてその 2つの考えを引き出す原動力となる『数学的

な態度 J の 3つのカテゴリーに分類している。そこで本

研究では数学的な考え方の 1 つである『数学的な態度 j

の部分に焦点を当て授業を計画した。

(2) 数学的活動について

線本博(1 999) は駒 f数学の本性に直接触れるような体

験とその意味を自覚できる経験とが是非とも必要であ

る。 j としている。そこで数学的活動を複雑な現実現象に

ついて，問題を明らかにするためにその諸条件を簡潔に

表現し(抽象化) ，原則に従って数理的処理を施し(記号操

作)，得られた結果を具体的事象に還元する(解釈)活動と

とらえ，問題状況の打開を図る活動になると考えている。

今回，具体的には身近な事象として教室の天井を測ると

いう活動を行った。

(3) 授業展開について

はじめに授業の導入の際，ワークシートを使い身近な

事象を提示し数学的な問題にする(問題の把鐘)。次にそ

の数学的な問題を解決するには何が必要なのか，解決す

る方法は何なのかを考えさせる{解決の見通しを立てる)。

解決の見通しが立った後に答えを予想させ，なぜそのよ

うな答えにしたのか考えさせる(解決の実行・検討)。問

題解決のためにさまざまな方法が検討された後，皆が納

得できるいくつかの方法を使い実際に測る。そうするこ

とでよりよい方法に気付き，また新たな課題に発展させ

ることができる(検証)。以上のような数学的活動を取り

入れた授業を展開することで数学的な考え方が育まれる

と考える。問題解決の過程で生徒のつまずきが予想され

る所においては数学的な考えを引き出す発聞により支援

する。

3 仮説の検証

生徒の発言・発表，ワークシート，生徒実態調査アン

ケート(事前・事後)により検証する。数学的活動後のア

ンケート結果では f授業の中に数学的活動を取り入れた

ほうが学習内容を理解しやすいですかj という聞いに約

9割の生徒が数学的活動を授業に取り入れることにより

学習内容の理解に役立つと捉えている。更に「数学は普

段の生活や社会生活の中で役立つと思いますかj という

問いに事前 52財=ら事後 84払「数学の授業は好きですかj

という聞いに事前 52財=ら事後 77弘『数学の授業で積極

的に問題を解こうとしていますかj という閑いに事前

61弘事後 84%と大きな変容が見られた。このような結

果から数学的活動を取り入れることは，数学の有用性を

感じさせ，数学に興味・関心を持たせ，授業に積極的に

取り組ませる方法として有効であると考える。

4 まとめと今後の課題

本研究では f数学的な考え方を育成する指導の工夫j

をテーマに f数学的活動j を活用した授業を展開する中

で，数学の有用性に気付かせ，知識・技能を活用させる

ことにより数学的な考え方を育む指導に取り組んだ。

(1) 成果

①興味・関心を持ち，問題に取り組むようになった。

② イメージ化し，見通しを立て考えるようになった。

③ より良い方法がないか考えるようになった。

(2) 課題

①図や表を使った発表する活動を取り入れる。

②基礎・基本の知識や技能の定着が大変重要である。

仔開・参考文献〉

1.片桐重男『数学的な考え方の具体化と指導』明治図書

2. 根本博『数学的活動と反省的経験』東洋館出版社



『数学を実際の生活の中で確認する取り組み』

~身近な数学の体験学習~

沖縄県 県立宜野湾高校 発表者氏名:上江洲郁子

1.研究のねらい

数学の授業中に生徒に言われることでよ

く出てくる言葉として f難しい J r こんな

の生活に使わない J r 楽しくない j が一番

多い。教科書をきちんと教えることは授業

の重要な目標であるが、教科書ばかりを見

ていると数学と実生活がかけ離れているイ

メージを持つことは当然である。また、座

学中心の授業展開は、苦手な生徒にとって

はますます数学が楽しくない状況を作り上

げていってしまっている。

普段の授業の工夫はもちろんであるが、

今回は f楽しい J r授業の数学が生活に役

立っている j と生徒が思えるような体験学

習を伴った授業に取り組みたいと考えた。

生徒の興味・関心を引き出すきっかけに

なればと考えている。

2.研究の方法

(1)方法

以下の点に注意して実施した。

①実践期間は期末考査後から長期休暇まで

聞の授業に行うこと。

②担当している全ての科目のそれぞれに合

った内容の体験学習を行う。

③ 1 つの内容について最大 3 時間までとす

る。(理想としては 2 時間以内)

④期末考査のテスト範囲で学んだ知識と計

算技術を利用する内容である。

⑤少人数の展開クラスで実践すること。

(体験学習で大人数だと制御できないため)

⑥アナログな方法で取り組む体験内容。

⑦通常使用している教室は使わない。

③ 2-..3 人に分けて取り組むグループ学習

のスタイルを取る。

(2)対象科目・対象クラス

区E 黄金比・白銀比(身の回りの四角形、
美に潜む法則) 2 年 3 組基礎クラス

医E 測量(自分のサイズ・建物の高さ)
2 年 3 組基礎クラス

医亙画ぴょうで確率(相対度数・確率)
2 年 5 ， 6 組基礎クラス

医E 紙笛を作ろう(音楽に潜む数列)
3 年 1 ， 2 組基礎クラス

内 廿,.e,

4 月 -生徒の把握(計算カ・授業態度)

5 月 -通常授業の取り組み(内容理解
，..、， 計算技術の習得)

10 月 -学習内容と実践クラスのマッチ

ングの研究(教材、教具探し)

11 月 -期末考査終了後から授業で実践
，、匂， 開始(冬休み前までに終了)

(3)考察・成果

①考察…(事前アンケートから)数学は良

いイメージではない。苦手・嫌い意識が強

く、楽しさや有用性は見いだせずにいる。

しかし、事後アンケートの『数学のイメー

ジは変わったか ?J の質問には、 36% の

生徒が『変わった・少し変わった j と答え

ている。

②成果…最大の成果は、生徒が楽しそうに

のびのびと取り組んでいたことである。『な

んか楽しい J r こんな授業もいいね J との

感想を聞いた。また、授業で習ったことを

工夫して活用していることに充実感があっ

たようだった。

(4)今後の課題・反省

①事前に準備・練習したにもかかわらず、

ワークシートの不備がありスムーズに行か

ない点があった。

②内容としては、他の教諭の実践研究を参

考にしたものがほとんどで自分のオリジナ

ルはあまり開発できなかった。

③相変わらず、数学のイメージが良くない

生徒は 64% もいた。

(4)おわりに

いままでやりたかった実践に取り組むこ

とができて、楽しい教材開発ができた。今

のところ、地道な授業の合間のイベントと

して取り入れるのが限界であるが、先に述

べたように生徒の興味・関心を引き出すき

っかけになるのではないかと考えている。



高第 2部会

『基礎・基本定着の取り組み』

沖縄県立八重山高等学校上原八重子(他 1 名)

1. はじめに

本校は、沖縄本島の南西に位置する島で、近隣の島々

(八重山地区)唯一の普通科を要する高校である。 f島

の子は、島で育てよう j という地域の想いもあり、進学

校としての役割を期待されている。しかし、高校入試の

学校平均点は低く、数学における学力格差は大きい。こ

れまで数学の学力向上を目指して、数学到達度診断テス

ト・各試テスト・長期休業課題・指名講座を取り組んで

きた。今回、基礎・基本の定着を図るため、あらたに日々

課題を実施した。これまでの取り組みと合わせて、成果

や課題を考察する必要性を感じ研究に至った。

2. 実践の内容

(1)数学到達度診断テスト

1 、 2 年を対象とした数学到達度診断テストを 20 年

前から実施し、継続し続けている。定期テスト前に行う

全員必修のテストのことで、 60 点を合格ラインとし、未

達成の者は後日追試となる。それでもなお 60 点に到達

しない場合は不合格となる。年間 5 回のテストの中で 3

回以上不合格となる場合は 2月に総括講座とテストを受

けることになる。つまり内容が理解されるまで、手厚く

回数をかけて指導するわけである。

日々課題を実施したときのテスト結果と前年度のテ

スト結果を比較し、定着度をみるようにした。

(2) 日々課題

1 、 2 年を対象とし、 10-15 分程度で解ける教科書の

問題をA4 用紙に出題し、裏面に解答・解説を付けた。

2 ・ 3 日以内の授業の復習で、自己採点を行い翌朝提出

する流れである。答えのみを書くのではなく、計算過程

を示すことを意識させた。既習内容を自力で取り組むこ

とで、自宅学習につながることを目的とした。

(3) 各試テスト

学力格差が大きいので、生徒の習熟度に応じた指導が

基礎となる。固定クラス(発展クラスと称す)を希望制

で設定、その他は 2 クラスを 3 展開で設定した。基礎ク

ラスを少人数に設定し、内容を丁寧に指導して行くこと

を目的にした。進度はクラスごとに違いはなく、テスト

範囲も同じである。定期テストでは全員対象の「共通テ

スト j と「各試テスト J と呼ぶクラス別試験の 2 種類を

実施している。『各試テスト j ではそのクラスのレベル

に合わせて作間し、自信を失わせない工夫をしている。

定期テストも前年度と比較したが、日々課庖の成果がう

かがえた。

(4) その他

① 長期休業中(ゴールデンウィーク・夏休み・冬休み

等)に、 1 日 1 時間程度の課題を教科書や副教材を中心

に長期休業課題を出している。長期課題から問題をテス

トに出題することで、理解・定着を図っている。

② 学期ごとに、成絞不良の生徒を対象とした指名講座

を実施し、基礎カの底上げを図る。次学期の内容を予習

し授業への参加する意欲を向上させ、達成感を与えるこ

とが目的である。

@ 八重山地区には、八重山商工、八重山農林の三高校

があり、数学科職員で連携し情報を共有している。取り

組んでいるのは、八重山地区の高校入試についてである。

正答率を分析し地域のもつ問題点を浮き彫りにする活

動を行った。県平均と比較し、各高校としての対策を立

てる手がかりを探っている。その資料は中学校との連絡

会にも使用している。

3. 成果と課題

数学到達度診断テストは前年度と比較すると、回を重

ねるごとに平均点が低くなった。問題は教科書から出題

し、その上、日々課題で復習しているので、平均点は尚

くなると期待していたが、おもいどおりの結果にならな

かった。

日々課題は、教科書の同じ問題を再度解くことにより、

理解が深まったようであるが、基礎・基本定着には演習

の時間が必要である。当初の目的では、自宅学習の手立

てとして実施したが、学校で互いに教えあいながら取り

組む傑子が見られた。

定期テスト対策として、日々課題が利用しやすかった

ようであるが、教科書を使わずにテスト勉強をするとい

う弊害を生じてしまった。

教科書の問題だけでなく、様々な問題を取り入れる必

要があり、基礎クラスの苦手な生徒にも配慮した問題バ

ランスと放が課題である。与えられた課題だけでなく、

自主的に取り組む姿勢の育成も必要である。

-57一



九数教大会開催地一覧

年度 回 開催地 年度 回 開催地

昭和22 1熊本市 5433佐賀市

23 2 別府市 5534北九州市

24 3 宮崎市 5635長崎市

25 4 佐賀市 5736鹿児島市

26 5 福岡市(日数教全国大会) 5837熊本市

27 6 長崎市 5938大分市

28 7 鹿児島市 6039宮崎市

29 8 別府市 6140武雄市

30 9 熊本市 6241福岡市(日数教全国大会)

31 10宮崎市 6342佐世保市

3211佐賀市 平成元 43鹿児島市

3312福岡市 2144熊本市

3413佐世保市 3145浦添市・西原町

3514鹿児島市 446大分市

3615熊本市 5147宮崎市

3716別府市 6148唐津市

3817宮崎市 7149北九州市

3918武雄市 850長崎市(日数教全国大会)

4019北九州市 951鹿児島市

4120長崎市 1052熊本市

4221鹿児島市 1153浦添市・那覇市

4322大分市 1254大分市

4423熊本市(日数教全国大会) 1355宮崎市

4524宮崎市 1456佐賀市

4625唐津市 1557福岡市

4726福岡市 1658鹿児島市(日数教全国大会)

4827佐世保市 1759佐世保市

4928鹿児島市 1860熊本市

5029熊本市 1961宜野湾市・那覇市

5130沖縄県 2062大分市

5231大分市 2163宮崎市

5332宮崎市(日数教全国大会)



平成21年5月22日

社団法人九州数学教育会

宮崎県数学教育会

社団法人日本数学敏育学会

宮崎県教育安員会

宮崎県市町村教育委員会連合会

催

銀

主

後

九州数学教育会会員織

九州地区各教育委員長様

九州地区各学校長線

九州算数・数学科担当者織

第63回九州数学教育会総会並びに

九州算数・数学教育研究(宮崎)大会開催ご案内
平成21 年7月 30 日・ 31 日、宮崎市において標記の大会(略称:九数教宮崎大会)を開催いたします。

昨年3月に小・中学校の新しい学習指導要領が発表されたのに続き、本年3月には高等学校の学習指導要領も発表されま

した。また、この4月より小・中学校では、他教科に先駆けて算数・数学の新しいカリキュラムが前倒しで実施されておりま

す。いよいよ新しい時代がスタートいたしました。そういった折、宮崎県で算数・数学教育研究大会が開催できますことは

誠に光栄であり、開催県として身の引き締まる思いが致します。

さて、本大会では、全体の研究主題を『生きてはたらく力が身につく、鍛える算数・数学教育』と掲げました。授業を通し

て確かな力が身につき、それが生きてはたらくことにより算数・数学のよさを味わうとともにさらにまた充実感や達成惑が

味わえるそんな算数・数学教育を目指しています。ご参加いただいた先生方とともに、いかにして生きではたら〈力を身に

つけるか、いかに子ども達を鍛えるか等について追究してまいりたいと思っております。

つきましては、本大会の趣旨や意義をご理解の上、関係の先生方の多数のご参加をいただきますようご案内申し上げます。

文
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庚

佳

回

国

字
添

九州数学教育会会長

宮崎大会準備委員長

『生きてはたらくカが身につく、鍛える算数・数学教育J

平成21 年7月 30 日(木)・ 31 日(金)

1.研究主題

2.日程

月日 行 事 会 場

7(/水239) 14:00 九州数学教育会理事会 (50) ホテルプラザ宮崎

15:00 第 l 回算数・数学教育研修会 (40)

数字講演演題 『算数・数学教育のこれから J

講師丸刈数学教育会会長字国蹟文

16:00:九州数字数育会代表委員会 (90)

7(/木30) 8:45 会員受付 【総会会場]

9:00 九州数学教育会総会 (20) 宮崎県立図書館研修ホール

【全体会会場}

9:15 一般受付 メディキット県民文化センター

9:40 開会行事 (30) 演劇ホール

10:10 全体講演 (60) 【小学校部会会場}

メディキット県民文化センター

11:30 部会開会行事(1 5) 演劇ホール

11:45:部会議演 (60) 【中学校部会会場]

12:45:移動昼食 (75) メディキット県民文化センター.' イベントホール
'
' 【高等学校部会会場】..

宮崎県立図書館研修ホール'
小学校部会 中学校部会 高等学校部会

14:00 分科会 14:00 分科会 14:00:分科会 {小学校部会会場}

14:05 分科会① (35) 14:05 分科会① (50) 14:05:分科会① (35) 宮崎大学教育文化学部

14:50 分科会② (35) 15:05 分科会② (50) 14:50 ・分科会② (35) 附属小学校

15:35 分科会③ (35) 16:05 分科会③ (50) 15:35 分科会③ (35)

16:20 分科会④ (35) 16:20 分科会 @(35) 【中学校部会会場】

16:55 終了 16:55 終了 16:55 終了 宮崎大学教育文化学部

7(/金3)1 9:00 受付 (30) 9:00 受付 (30) 9:00 受付 (30) 附属中学校

9:30 公開授業 (45) 9:30:公開授業 (50) 9:30 公開授業 (50)

10:40 授業研究 (50) 10:40:授業研究 (50) 10:40 授業研究 (50) {高等学校部会会場]

11:30 終了 11:30:終了 11:30 終了 宮崎県立宮崎大宮高等学校

来高専・大学部会は、両日とも高校部会に合流してください。

3. 大会費 4，500 円(両日とも参加証を入場の際にはおつけください)

4. 大会内容

n
H
d



部会行事 会場宮崎県立図書館研修ホール 11 ・ 30-12:45

部会調演
漬 題 r円に内接する多角iiiのE曹についてJ-新しい定理を見つ付るまで~

11:45-12:45
講師学習院大学教綬 松本幸夫先生

分科会 会場宮崎県立宮崎大宮高等学校 14:00-16:55圃
分科会 発表題 目 発表者 所 属 発表県 指導助 E者

『中学伎との佼種間究協について a
置寄千代子 鹿児島保立大島衡等学修 鹿児島

~中学生に対する檀媛控薬会通 Lて~
山械康ー

r中高一貫担における高世 l 年次のIll'"のあり方について a 薗野孝昭 長嶋i，\立佐世保北高等学伎 長崎
l!Il fl 大学}

I) ~平成 20 年匪佐世保北高辱学位に釘 11 る実践倒~ 他 2 名

教育臨且
'教育臥程新しい数学教育の工夫 A

紺方 賢一 宮崎保立小林高等学校 宮崎
~敏学基礎の ill 入~ 住厳罰ー

{九州大学)
『中高迎。理推進モテ.ル事策 a

関臣ー智 宮崎県立高踊高等学絞 宮崎
~吏臨綬ヨ震とつなぎ象付をゆ心に担えたゆ ω 高速JIl-

r生悼の字カ向上を目指しての工夫について』 峰萩 t章子 長崎県立西陸高等学絞 長崎

l置a叩正
r生徒一人一人の通路実現を自指して』

鱒本県立阿葺高等学校 県本
児島大学 l

2) ~数字学習会を通した生きるカをはぐ〈台取り組み~
前田 歓吐

学習指場

町地援でめざす進学力向上錐遺 "J 農』にお付る本佼の取り組みについて a量生 k 評価 A
塩月 繁弘 大分県立作須高等学綬 大分

{九州鎌大図学名正普良 fl:匝}
~地域量点佼 (8 世}の指定を受けて~

r晶画学カの定着をめざして』
山本書ー 久保字国 III 線高等学佼 宮崎

~興味をもたせ.理解を深めさせるための宿辱法~

'革置基本定着の取り阻み』 上原八重子 沖縄県立八園山高等学校 沖縄

奥地島 ill'
f高校教学担莱における T. T の可能性』

熊本県立熊本商高等学校 間 2ド
{大分大学}

3) ~値に応じた盟業鹿聞を求めて~
竹市 絡樹

学習Ill ill
後麗寛一法と評価 B

，;史学 I ·A にお付る指導の工夫改轡について』
田中 胤

大分県立大分 II 城台高等学校 大分

辻(宮川凶大学亨 )
V積極的な学習への動憐付 IjJ

備ロ 英明 宮尚県立日向工来高等学絞 宮崎
~散学通惜の尭行~

，;史学を突障の生活のやで磁臨する取り阻み』
上江酬節子 沖縄県立宜野湾高等学校 沖縄

~身近な置学の体験学習~

北{畏村尚大右学ー)
'此織鼠腫に向付たa史学の基俗学力宣活を目指して』 今村岡史 佐賀県立島樋工集高等学絞 佐賀4)

学習 mill

'グラ 7電車を利用した綬業 13 学匝"で階使の用実且して報告}』 ~法<I干偏C
内酒孝文 ill歯学悶鹿児島高等学校 鹿児島

矢.Iii成俊-3学終を持つ私学での劉歩的な

{宮崎大学}
'低学力局のやる気を引き出す取り組みa

堀之内史実子 日南字国富鏑菌学館高等学授 宮崎
~針Jlカテスト~

7量生学的な考え方を育む指illの工夫」
償弁 淑 沖縄県立濁覇商家衡等学佼 沖縄

-=角比における世学的活動を通して~
平降 l!

r量生 I 分野におりる基堕学力の定指』
館本県立廊本商工高等学説 館本

1\11本大学}
5) ~習勲Il[ll拘置震での取り組み~

e岳山 清一

数学 IA

V渇合の軍支の指導について』 高村 存一 佐賀県立位置西高等学校 位置
飯図魔人

{宮筒大学)

『九数数数字 I ·A 問IlIJ1!を曲ったIll'<問屈の指事』 占IlIl 正巳 掴岡県立筑繁丘高等学佼 掴同

『九州内の大学入血問題の傾向・分析 a t1l野宮ー朗 大分県立佐伯鱒械高等学絞 大分

百 晃夫

r数学的な活動を育む取り組み(数学際圃研究を通して)， 長崎県立長尚西高等学佼 長崎
{佐賀大学)

6)
、三島民震{合1l 1· ，t;\ .tI~‘の三角形三平方の定理， ..の距.1>慣の留萌首 ""-1 化への考車、

t!}* 持田

大自学由 入院
研究 '*ラング海外研修報告』

西方倫明 福岡県立筑紫高等学後 掴岡

大{宮寝崎大詰学史 )
-RMEに基づ〈オラングの数字&宵について~

'大学入院問題研究会を通Lての指等研究」
田村秀彦

宮崎県立証岡高等学佼 宮崎
有水敏子

部
会
研
究
主
題

「
数
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を
活
用
し
、
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題
解
決
力
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う
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い
一

場宮筒県立宮崎大宮高等学授

指導助言者{所属}
一一寸Eす言士一一

(A・・大学}

矢崎成俊
{宮崎文字}

平時
柵苓大学}

飯関根人
{宮崎大牢』

百一一玉吉

{佐賀大明

大河医 槍'"
t奮.尖字J

授業者{所属}フ"単

提糟由紀
t宮鍋鼠..鴫工鰻高等写."

三角関散(tt~lll

宮崎英町
{宮崎・立.網目高等学僕}

'l'JII 稼樹
'"・~.tl. S闘穴'"‘・字俊』

授業者(所属)

有村尚行
，，-・.~縄府高司静字佼}

繍分とその応用(~字国)

'"''民学 C)

EZ

60

指導助言者{所属)

山械 1Ji-
"志摩大学】

佐膏俊一
t九州大学}

it伊豆
{鴎児島大手}

錫罰韮良
t九州大字...鰻 j

馬場 lit
t大.*制

辻HI ヲ
【奮鴎文字》

開店文智
t宮鍋峨怠奮闘大宮高毎零 ttl

岡'"硲-
I富山叫同学問

:n;単

"た関数{数学 I)

喝会の.lI散学 A)

図""針量"史学I)


